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仲
筆
｢
夢
の
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橋｣
長
谷
川
端
(
文
責)
駒
田
貴
子
村
井
俊
司
解題
一
、
書
誌
こ
こ
に
翻
刻
す
る
の
は
、
長
谷
川
端
蔵
『
源
氏
物
語』
五
十
四
帖
揃
、
付
『
源
氏
物
語
筆
者
目
録』
『
源
氏
物
語
秘
訣
(
１)』
各
一
冊
の
中
の
能
円
筆
｢
紅
梅｣
、
玄
仲
筆
｢
夢
の
浮
橋｣
で
あ
る
。
｢
紅
梅｣
は
綴
葉
装
、
縦
二
十
三
・
六
糎
、
横
十
八
糎
。
表
紙
は
吉
祥
文
の
布
表
紙
、
見
返
は
本
文
共
紙
、
料
紙
は
鳥
の
子
で
あ
る
。
題
簽
は
、
上
部
下
部
に
二
群
の
草
花
を
描
い
た
下
絵
に
｢
こ
う
は
い｣
と
墨
書
き
す
る
。
全
丁
数
は
十
八
丁
、
墨
付
十
六
丁
、
遊
紙
は
前
後
各
一
丁
。
内
題
は
な
く
、
一
面
十
行
、
和
歌
は
改
行
し
て
二
字
下
げ
で
記
し
、
そ
の
ま
ま
本
文
を
続
け
て
い
る
。
字
数
は
二
〜
二
十
三
字
、
字
高
は
十
九
糎
。
奥
書
、
識
語
は
な
い
。
｢
夢
の
浮
橋｣
は
綴
葉
装
、
縦
二
十
三
・
六
糎
、
横
十
八
糎
。
表
紙
は
吉
祥
文
の
布
表
紙
、
見
返
は
本
文
共
紙
、
料
紙
は
鳥
の
子
で
あ
る
。
題
簽
は
、
中
央
か
ら
上
部
に
山
の
木
々
を
配
し
、
下
部
に
細
い
線
で
川
波
描
い
た
山
水
の
景
の
下
絵
に
、｢
夢
の
う
き
橋｣
と
墨
書
き
す
る
。
全
丁
数
は
二
十
二
丁
、
墨
付
十
九
丁
、
遊
紙
前
一
丁
、
後
二
丁
。
内
題
は
な
く
、
一
面
十
行
、
和
歌
は
改
行
し
て
二
字
下
げ
で
記
し
、
そ
の
ま
ま
本
文
を
続
け
て
い
る
。
字
数
は
四
〜
二
十
五
字
、
字
高
は
十
九
糎
。
最
終
丁
の
末
に
｢
校
｣
と
記
す
。
奥
書
、
識
語
は
な
い
。
な
お
、
こ
の
『
源
氏
物
語』
五
十
四
帖
揃
の
昌
琢
筆
｢
桐
壺
(
２)｣
、
玄
陳
筆
｢
帚
木
(
３)｣
｢
関
屋
(
４)｣
、
玄
的
筆
｢
空
蝉
(
５)｣
、
岡
本
主
水
筆
｢
夕
顔
(
６)｣
｢
若
紫
(
７)｣
｢
賢
木
(
８)｣
｢
明
石
(
９)｣
｢
澪
標
(
)｣
｢
蓬
生
(
)｣
｢
薄
雲
(
)｣
｢
少
女
(
)｣
｢
玉
鬘
(
)｣
｢
橋
姫
(
)｣
｢
手
習
(
)｣
、
石
井
了
倶
筆
｢
末
摘
花
(
	)｣
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｢常
夏
(
)｣
、
西
山
宗
因
筆
｢
紅
葉
賀
(
)｣
｢
宿
木
(
)｣
、
左
馬
助
筆
｢
花
宴
(
)｣
、
東
寺
観
智
院
筆
｢
葵
(
)｣
、
北
左
平
次
行
生
筆
｢
花
散
里
(
)｣
、
大
鳥
居
信
岩
筆
｢
須
磨
(
)｣
、
宗
琢
筆
｢
絵
合
(
)｣
、
玄
仍
息
女
筆
｢
松
風
(
	)｣
、
伴
与
九
郎
紀
金
筆
｢
朝
顔
(

)｣
、
昌
俔
筆
｢
初
音
(
)｣
、
八
幡
田
中
殿
筆
｢
胡
蝶
(
)｣
、
宗
具
筆
｢
蛍
(
)｣
、
北
畠
殿
筆
｢
篝
火
(
)｣
、
能
舜
筆
｢
野
分
(
)｣
、
水
無
瀬
中
将
殿
筆
｢
藤
袴
(
)｣
は
既
に
解
題
を
付
し
翻
刻
し
た
。
二
、
能
円
と
玄
仲
の
書
写
『
源
氏
物
語
筆
者
目
録』
に
は
、｢
北
野
衆｣
と
記
す
北
野
社
に
関
係
す
る
三
人
の
書
写
者
が
い
る
。
能
舜
、
能
円
、
能
通
で
あ
る
。
能
舜
は
｢
野
分｣
を
翻
刻
し
た
際
に
取
り
上
げ
た
が
、
本
稿
で
は
残
り
の
二
人
に
つ
い
て
触
れ
て
お
き
た
い
。
ま
ず
、
今
回
翻
刻
し
た
｢
紅
梅｣
の
書
写
者
で
あ
る
能
円
を
見
て
み
た
い
。
能
円
に
つ
い
て
は
、『
顕
伝
明
名
録
(
)』
巻
三
に
、
能
円
北
野
宮
司
法
橋
(
法
眼)
紹
巴
直
弟
と
記
さ
れ
て
お
り
、
紹
巴
の
弟
子
だ
と
わ
か
る
。
能
円
が
紹
巴
の
弟
子
で
あ
っ
た
様
子
は
、『
時
慶
記
(
)』
慶
長
五
年
(
一
六
〇
〇)
九
月
二
日
の
条
に
あ
る
、
二
日
天
晴
、
暁
天
大
ニ
雷
電
大
雨
(
中
略)
紹
巴
ヘ
三
順
所
望
、
発
句
事
申
遣
候
処
ニ
能
円
来
、
談
合
シ
テ
帰
と
い
う
記
事
か
ら
も
わ
か
る
。
ま
た
紹
巴
の
嫡
男
、
玄
仍
の
使
い
と
な
っ
て
い
る
記
事
も
、
同
記
の
同
年
正
月
二
十
四
日
の
条
に
あ
る
。
廿
四
日
天
曇
、
夕
ニ
霎
、(
中
略)
能
円
来
、
玄
仍
使
也
、
白
藤
ノ
穂
ヲ
遣
候
、
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こ
れ
と
同
様
、
玄
仍
の
使
い
と
な
っ
て
い
る
記
事
は
同
年
九
月
六
日
に
も
残
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、『
顕
伝
明
名
録』
に
あ
る
｢
北
野
宮
司｣
に
つ
い
て
は
、
福
井
久
蔵
氏
(
)
の
、
梅
林
能
運
(
寛
永
十)
―
能
円
(
寛
文
八
88)
と
い
う
記
載
や
、『
隔

記
総
索
引
(
)』
の
｢
能
円｣
の
項
に
、
梅
林
、
法
橋
、
北
野
一
臈
預
と
注
記
す
る
よ
う
に
、
北
野
社
の
社
坊
の
一
つ
梅
林
家
の
流
(
)
で
あ
る
。
そ
し
て
、
福
井
氏
の
｢
能
円
(
寛
文
八
88)｣
に
よ
る
と
、
生
年
は
天
正
九
年
(
一
五
八
一)
と
な
る
。
そ
の
連
歌
活
動
を
見
る
と
『
連
歌
総
目
録
(
)』
に
お
け
る
能
円
の
初
出
は
、
慶
長
三
年
(
一
五
九
八)
一
月
二
十
日
の
百
韻
で
あ
り
、
年
齢
で
い
え
ば
十
八
歳
の
時
と
な
る
。
そ
し
て
、
年
代
が
わ
か
る
晩
年
の
一
座
が
、
八
十
四
歳
の
寛
文
四
年
(
一
六
六
四)
四
月
十
日
で
あ
る
。
長
き
に
亘
る
連
歌
師
と
し
て
の
活
動
の
中
で
、
こ
の
｢
紅
梅｣
を
書
写
し
た
寛
永
四
年
(
一
六
二
七)
か
ら
六
年
(
一
六
二
九)
は
、
能
円
の
年
齢
で
い
え
ば
、
四
十
七
歳
か
ら
四
十
九
歳
に
あ
た
る
。
こ
の
｢
紅
梅｣
書
写
よ
り
時
代
が
下
る
が
、
鳳
林
承
章
の
『
隔

記』
に
は
、
い
く
つ
か
の
能
円
に
関
す
る
記
録
が
残
っ
て
お
り
、
そ
の
中
に
は
、『
源
氏
物
語』
に
関
す
る
記
述
(
)
も
あ
る
。
例
え
ば
、
寛
永
十
五
年
(
一
六
三
八)
七
月
二
十
六
日
の
条
(
)
に
は
、
廿
六
日
、
早
晨
自
万
年
、
帰
山
。
於
北
岳
、
能
円
講
源
氏
物
語
、
聴
聞
之
。
と
い
う
能
円
が
源
氏
を
講
義
し
た
と
い
う
記
事
が
あ
る
。
ま
た
、
寛
永
二
十
一
年
(
一
六
四
四)
正
月
十
九
日
の
条
(
)
に
は
、
午
時
能
円
・
能
花
被
来
。
能
円
源
氏
物
語
之
講
尺
也
。
花
散
里
巻
之
初
也
。
聴
聞
之
也
。
花
散
里
済
、
須
磨
巻
少
聴
聞
之
也
。
と
あ
り
、
そ
の
源
氏
の
講
義
は
、｢
花
散
里｣
が
終
わ
り
｢
須
磨｣
に
入
っ
た
と
具
体
的
な
巻
名
も
記
し
て
、
進
捗
状
況
を
述
べ
て
4
い
る
。
能
円
に
よ
る
源
氏
講
義
(
)
は
、
こ
こ
に
引
用
し
た
寛
永
十
五
年
(
一
六
三
八)
七
月
二
十
六
日
以
降
、
二
つ
目
の
引
用
の
寛
永
二
十
一
年
(
一
六
四
四)
を
経
て
、
承
応
元
年
(
一
六
五
二)
に
｢
明
石｣
至
り
、
明
暦
二
年
(
一
六
五
六)
に
、
再
び
｢
桐
壺｣
を
講
ず
る
ま
で
の
記
事
が
あ
る
。
巻
を
追
っ
て
｢
明
石｣
迄
の
講
義
が
な
さ
れ
て
、
そ
の
途
中
に
は
｢
初
音｣
｢
桐
壺｣
も
講
じ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
間
、
十
九
年
に
及
び
寛
永
十
七
年
(
一
六
四
〇)
六
月
二
十
日
の
条
に
は
、｢
末
摘
花｣
の
書
写
を
し
た
記
述
も
残
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
｢
紅
梅｣
の
書
写
者
の
能
円
は
、
長
年
、
鳳
林
承
章
に
源
氏
講
義
を
す
る
ほ
ど
『
源
氏
物
語』
に
造
詣
が
深
い
、
北
野
社
の
神
官
で
あ
り
連
歌
師
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
次
に
｢
夢
の
浮
橋｣
の
書
写
者
、
玄
仲
に
つ
い
て
触
れ
て
お
き
た
い
。
玄
仲
の
外
孫
で
あ
る
伊
藤
仁
斎
の
次
男
、
伊
藤
梅
宇
著
の
『
見
聞
談
叢
(
)』
に
玄
仲
の
発
句
に
触
れ
た
部
分
が
あ
る
。
｢
け
ふ
や
春
雪
を
花
と
は
都
人｣
と
云
ふ
句
は
玄
仲
の
発
句
、
死
せ
る
年
の
元
日
に
雪
降
り
け
れ
ば
、
か
く
あ
り
と
。
こ
の
句
が
詠
ま
れ
た
没
年
は
、『
紀
年
大
成
(
)』
に
｢
寛
永
十
五
戊
寅
里
村
玄
仲
二
月
三
日
六
十
一｣
と
あ
り
、
ま
た
『
古
今
書
画
増
補
鑒
定
便
覧
(
)』
上
に
も
｢
寛
永
十
五
年
二
月
三
日
歿
ス
年
六
十
一｣
と
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
玄
仲
の
生
涯
は
、
天
正
六
年
(
一
五
七
八)
か
ら
寛
永
十
五
年
(
一
六
三
八)
二
月
三
日
ま
で
と
わ
か
る
。
そ
の
玄
仲
は
『
顕
伝
明
名
録
(
)』
巻
七
に
は
、
玄
仍
連
哥
宗
匠
紹
巴
子
号
索
(
素
イ)
雪
斎
玄
仲
同
紹
巴
二
男
号
直
衆
斎
と
あ
る
よ
う
に
、
父
は
紹
巴
で
兄
に
玄
仍
が
い
る
。
そ
の
父
紹
巴
の
邸
宅
に
つ
い
て
、
梅
宇
の
『
見
聞
談
叢』
に
は
、
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居
宅
下
長
者
町
堀
河
東
へ
入
る
南
が
わ
に
あ
り
。
そ
の
家
を
子
玄
仲
、
孫
玄
祥
、
玄
祥
の
子
紹
兆
ま
で
伝
れ
り
。
玄
仲
の
室
は
吉
田
易
安
と
云
つ
て
江
府
の
御
医
者
の
む
す
め
妙
玄
院
と
称
す
。
吉
田
易
安
は
京
都
角
倉
吉
田
甫
菴
の
子
な
り
。
と
い
う
記
載
も
あ
り
、
玄
仲
は
父
紹
巴
の
家
を
相
続
し
た
と
わ
か
る
。
ま
た
、
角
倉
家
の
妙
源
(
玄)
院
が
妻
で
あ
っ
た
と
知
ら
れ
る
。
そ
し
て
、『
京
都
名
家
墳
墓
録
(
)』
の
｢
伊
藤
了
室
墓｣
に
は
、
其
左
方
に
並
び
、
了
室
の
妻
、
里
村
氏
の
墓
在
り
、
表
面
に
寿
玄
孺
人
里
村
氏
之
墓
、
左
側
に
孺
人
諱
耶
倍
、
姓
里
村
氏
、
生
于
京
師
、
祖
紹
巴
、
考
玄
仲
世
善
連
歌
、
階
法
眼
、
妣
妙
源
院
吉
田
氏
、
宣
徳
院
法
印
宗
恂
之
女
也
、
長
而
帰
于
伊
藤
了
室
府
君
、
延
宝
元
年
癸
丑
七
月
十
一
日
終
、
寿
六
十
五
、
子
男
五
人
女
二
人
、
古
学
先
生
及
其
長
子
也
。
宝
永
丁
亥
、
孝
孫
長
胤
建
と
い
う
玄
仲
の
娘
で
あ
る
耶
倍
の
墓
碑
銘
が
あ
り
、
父
、
玄
仲
や
母
、
妙
源
(
玄)
院
に
つ
い
て
も
言
及
が
な
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
墓
碑
銘
や
『
見
聞
談
叢』
『
顕
伝
明
名
録』
等
(
)
に
よ
っ
て
、
玄
仲
の
事
跡
を
年
譜
と
系
図
に
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。
年
号
歳
記
事
天
正
二
年
(
一
五
七
四)
昌
琢
出
生
。
六
年
(
一
五
七
八)
１
出
生
。
十
六
年
(
一
五
八
八)
11
昌
琢
の
弟
、
甥
の
昌
俔
出
生
。
十
七
年
(
一
五
八
九)
12
一
月
四
日
、
連
歌
会
の
執
筆
と
な
る
。
十
九
年
(
一
五
九
一)
14
甥
、
玄
陳
出
生
。
文
禄
二
年
(
一
五
九
三)
16
甥
、
玄
的
出
生
。
6
三
年
(
一
五
九
四)
17
十
一
月
十
五
日
、
父
、
紹
巴
や
兄
、
玄
仍
等
と
連
歌
会
に
出
座
。
慶
長
七
年
(
一
六
〇
二)
25
父
、
紹
巴
没
。
八
年
(
一
六
〇
三)
26
二
月
十
日
、
源
氏
講
義
を
聴
聞
す
る
。
十
二
月
十
日
、
西
洞
院
時
慶
を
源
氏
の
こ
と
で
訪
問
。
十
年
(
一
六
〇
五)
28
嫡
男
、
玄
祥
出
生
。
十
二
年
(
一
六
〇
七)
30
兄
、
玄
仍
没
。
十
四
年
(
一
六
〇
九)
32
一
月
以
降
、
法
橋
。
次
女
、
那
倍
出
生
。
十
五
年
(
一
六
一
〇)
33
四
月
上
旬
、『
万
葉
集
宗
祇
抄』
を
書
写
。
同
じ
く
、『
年
中
行
事
歌
合』
書
写
か
。
十
九
年
(
一
六
一
四)
37
七
月
中
旬
、『
源
氏
物
語』
松
風
を
書
写
。
寛
永
二
年
(
一
六
二
五)
48
柳
営
連
歌
に
参
画
。
四
年
(
一
六
二
七)
50
七
月
二
十
日
、
外
孫
、
伊
藤
仁
斎
出
生
。
十
年
(
一
六
三
三)
56
八
月
以
降
、
法
眼
。
十
三
年
(
一
六
三
六)
59
昌
琢
没
。
十
四
年
(
一
六
三
七)
60
二
月
五
日
、『
昌
琢
一
周
忌
追
善
百
韻』
が
、
現
存
最
後
の
一
座
。
十
五
年
(
一
六
三
八)
61
二
月
三
日
、
没
。
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こ
の
年
譜
や
系
図
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
玄
仲
は
紹
巴
の
次
男
と
し
て
誕
生
、
京
都
の
豪
商
角
倉
家
か
ら
妻
、
妙
源
(
玄)
院
を
迎
え
た
。
そ
し
て
、
そ
の
子
女
に
玄
祥
、
医
家
の
大
須
賀
快
庵
の
妻
、
伊
藤
了
室
の
妻
那
倍
、
蒔
絵
師
の
田
付
常
堅
の
妻
が
い
る
。
そ
の
足
跡
に
つ
い
て
は
、
福
井
久
蔵
氏
(
)
に
、
玄
仲
も
兄
と
共
に
そ
の
名
聞
え
て
各
一
家
を
成
し
た
。
里
村
家
系
図
に
は
蕉
翁
と
号
し
た
と
あ
る
。
ま
た
某
書
に
は
直
衆
庵
と
称
し
、
ま
た
父
の
号
を
つ
い
で
臨
江
斎
と
言
っ
た
と
も
あ
る
。
寛
永
二
年
か
ら
御
城
連
歌
の
第
三
を
勤
仕
し
、
そ
れ
か
ら
昌
琢
8
昌
休
昌
叱
昌
琢
玄
仍
女
玄
陳
玄
的
玄
陳
女
昌
程
女
紹
巴
玄
仲
昌
俔女
玄
仍
玄
祥
大
須
賀
快
庵
の
妻
寿
玄
(
那
倍)
田
付
堂
堅
の
妻
妙
源
院
宗
恂
了
以
角
倉
宗
桂
伊
藤
了
室
仁
斎
東
涯
梅
宇
と
交
互
に
宗
匠
と
な
り
、
発
句
又
は
第
三
を
勤
め
寛
永
十
五
年
に
至
り
、
そ
の
年
の
二
月
三
日
六
十
一
歳
で
没
し
た
。(
中
略)
屋
敷
を
本
所
緑
町
に
拝
領
し
、
そ
の
子
玄
祥
そ
の
孫
紹
兆
に
至
る
ま
で
幕
府
の
連
歌
師
で
あ
っ
た
。
と
い
う
説
明
が
あ
る
。
こ
こ
で
玄
仲
の
『
源
氏
物
語』
に
関
す
る
足
跡
を
掲
げ
て
お
け
ば
、
次
の
よ
う
に
な
る
。
ま
ず
西
洞
院
時
慶
の
『
時
慶
記
(
)』
慶
長
八
年
(
一
六
〇
三)
二
月
十
日
の
条
に
は
、
一
源
氏
講
尺
近
衛
殿
へ
参
入
、
玄
仍
・
玄
仲
・
宗
順
等
□
(
参)
会
候
、
御
所
へ
再
返
申
入
と
あ
り
、
玄
仲
は
兄
玄
仍
や
多
く
の
連
歌
会
で
一
座
す
る
宗
順
と
共
に
近
衛
信
尹
の
源
氏
講
義
に
連
な
っ
て
い
る
。
ま
た
同
記
の
慶
長
八
年
(
一
六
〇
三)
十
二
月
十
日
に
は
、｢
玄
仲
来
儀
、
源
氏
事
申
候｣
と
あ
り
｢
源
氏
事｣
で
時
慶
を
訪
問
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
長
坂
成
行
氏
(
)
が
言
及
す
る
、
慶
長
十
九
年
(
一
六
一
四)
七
月
中
旬
に
玄
仲
が
書
写
し
た
｢
松
風｣
の
巻
が
現
存
し
て
い
る
。
更
に
、
源
氏
で
は
な
い
が
『
玄
仲
抄
(
)』
(『
伊
勢
物
語
聞
書』)
と
い
う
、
成
立
年
代
は
不
明
の
『
伊
勢
物
語』
の
注
釈
書
も
著
し
た
と
い
わ
れ
る
。
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
玄
仲
が
｢
夢
の
浮
橋｣
を
書
写
し
た
寛
永
四
年
(
一
六
二
七)
か
ら
六
年
(
一
六
二
九)
の
動
静
に
触
れ
て
お
け
ば
、
北
家
の
初
代
で
あ
る
兄
の
玄
仍
が
没
し
た
後
、
北
家
の
年
長
者
と
し
て
、
当
時
の
連
歌
界
で
南
家
の
四
歳
年
長
で
あ
る
昌
琢
に
継
ぐ
重
鎮
と
し
て
、
柳
営
連
歌
な
ど
多
く
の
連
歌
会
で
活
躍
し
て
い
た
頃
だ
と
い
え
る
。
こ
の
頃
の
玄
仲
が
出
座
し
た
連
歌
会
に
つ
い
て
は
、
後
に
掲
げ
る
表
に
ま
と
め
て
お
い
た
が
、
昌
琢
を
頭
と
し
て
里
村
一
族
が
揃
っ
て
出
座
す
る
連
歌
会
と
は
別
に
独
自
の
一
座
が
多
い
の
は
、
玄
仲
は
玄
仲
と
し
て
確
固
た
る
地
位
を
連
歌
界
に
築
い
て
い
た
状
況
を
物
語
っ
て
い
る
。
そ
の
玄
仲
が
巻
末
｢
夢
の
浮
橋｣
の
書
写
を
担
当
し
た
の
は
、
五
十
歳
か
ら
五
十
二
歳
の
時
で
あ
る
。
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三
、
本
文
の
ミ
セ
ケ
チ
・
補
入
等
こ
こ
で
は
ミ
セ
ケ
チ
、
補
入
等
に
着
目
し
て
、
今
回
翻
刻
し
た
｢
紅
梅｣
｢
夢
の
浮
橋｣
の
二
巻
に
お
け
る
そ
の
数
を
調
べ
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
参
考
の
た
め
、
以
前
調
査
し
た
｢
桐
壺｣
か
ら
｢
野
分｣
に
｢
藤
袴｣
｢
橋
姫｣
｢
宿
木｣
｢
手
習｣
を
加
え
た
表
も
掲
げ
た
。
10
巻
紅
梅
夢
の
浮
橋
書
写
者
能
円
玄
仲
ミ
セ
ケ
チ
52
４
補
入
31
10
傍
書
４
４
合
点
４
３
朱
点
33
21
総
計
124
42
巻
桐
壺
帚
木
空
蝉
夕
顔
若
紫
末
摘
花
紅
葉
賀
花
宴
葵
書
写
者
昌
琢
玄
陳
玄
的
岡
本
主
水
岡
本
主
水
了
倶
宗
因
左
馬
助
観
智
院
ミ
セ
ケ
チ
２
０
０
76
70
２
48
７
４
補
入
７
０
１
48
49
０
29
３
４
傍
書
０
２
０
２
10
１
４
１
８
合
点
１
０
０
14
14
０
７
10
３
朱
点
47
０
０
113
150
０
28
２
０
総
計
57
２
１
253
293
３
116
23
19
11
巻
賢
木
花
散
里
須
磨
明
石
澪
標
蓬
生
関
屋
絵
合
松
風
書
写
者
岡
本
主
水
行
生
信
岩
岡
本
主
水
岡
本
主
水
岡
本
主
水
玄
陳
宗
琢
玄
仍
息
女
ミ
セ
ケ
チ
94
２
34
79
55
71
４
51
４
補
入
55
２
33
40
17
28
５
26
０
傍
書
６
１
11
９
６
５
２
２
４
合
点
21
１
55
25
５
６
２
０
０
朱
点
59
４
84
99
64
14
６
30
０
総
計
235
10
217
252
147
124
17
109
８
巻
薄
雲
朝
顔
少
女
玉
鬘
初
音
胡
蝶
蛍
常
夏
篝
火
書
写
者
岡
本
主
水
紀
金
岡
本
主
水
岡
本
主
水
昌
俔
八
幡
田
中
宗
具
了
倶
親
顕
ミ
セ
ケ
チ
90
57
134
93
７
53
36
20
１
補
入
34
６
35
26
10
17
49
28
5
傍
書
２
４
５
13
６
９
24
７
8
合
点
15
11
13
８
14
４
１
17
2
朱
点
55
18
60
55
30
27
38
20
０
総
計
196
96
247
195
67
110
148
92
16
巻
野
分
藤
袴
橋
姫
宿
木
手
習
書
写
者
能
舜
兼
俊
岡
本
主
水
宗
因
岡
本
主
水
ミ
セ
ケ
チ
18
０
101
22
120
補
入
24
０
25
19
64
傍
書
９
０
17
12
11
合
点
４
０
10
０
18
朱
点
21
０
49
０
143
総
計
76
０
202
53
356
今
回
翻
刻
し
た
二
巻
に
つ
い
て
見
る
と
、｢
夢
の
浮
橋｣
の
最
終
丁
に
｢
校
｣
と
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
｢
夢
の
浮
橋｣
は
校
合
が
行
な
わ
れ
た
結
果
の
数
値
で
あ
る
。
ま
た
、｢
紅
梅｣
は
、
全
丁
数
は
｢
夢
の
浮
橋｣
よ
り
少
な
い
の
に
、
ミ
セ
ケ
チ
、
朱
点
等
の
総
数
は
三
倍
以
上
で
あ
る
。
こ
の
総
数
か
ら
｢
紅
梅｣
も
校
合
が
行
な
わ
れ
て
い
る
と
い
え
る
。
今
回
の
二
巻
を
含
め
表
全
体
を
通
し
て
見
る
と
、
書
写
者
に
よ
っ
て
ミ
セ
ケ
チ
、
朱
点
等
の
数
に
大
き
な
違
い
が
あ
る
と
わ
か
る
。
そ
の
理
由
は
、
校
合
の
有
無
で
あ
り
、
筆
功
と
し
て
多
く
の
巻
を
請
け
負
う
、
岡
本
主
水
が
担
当
し
た
巻
は
校
合
が
な
さ
れ
て
い
る
た
め
、
ミ
セ
ケ
チ
、
朱
点
等
の
数
が
多
い
と
い
う
結
果
が
出
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
大
ま
か
な
結
果
は
得
ら
れ
た
が
、
ミ
セ
ケ
チ
、
朱
点
等
の
調
査
を
行
な
っ
た
巻
は
表
で
わ
か
る
よ
う
に
、
全
体
の
半
数
程
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
や
は
り
現
時
点
で
は
、
表
に
見
ら
れ
る
実
数
の
認
定
に
止
め
て
、
様
々
な
見
解
、
及
び
断
案
を
下
す
の
は
、
控
え
た
い
と
思
う
。
四
、
新
善
法
寺
・
宗
順
・
伊
益
・
能
通
・
桜
井
藤
兵
衛
な
ど
の
書
写
者
こ
こ
で
は
、
ま
だ
解
題
で
取
り
上
げ
て
い
な
い
｢
梅
枝｣
の
八
幡
久
古
・｢
横
笛｣
の
新
善
法
寺
・｢
鈴
虫｣
の
梨
原
宗
順
・｢
幻｣
の
伊
益
・｢
匂
宮｣
の
能
通
・｢
東
屋｣
の
桜
井
藤
兵
衛
・｢
浮
舟｣
の
智
雄
院
秋
閑
の
七
人
の
書
写
者
に
つ
い
て
、
一
括
し
て
触
れ
て
お
き
た
い
。
先
ず
、｢
梅
枝｣
の
書
写
者
で
あ
る
八
幡
久
古
に
つ
い
て
は
、
石
清
水
八
幡
宮
の
神
人
か
と
思
わ
れ
る
が
、
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
石
清
水
八
幡
宮
の
宮
司
が
｢
横
笛｣
を
書
写
し
た
新
善
法
寺
で
あ
る
。
周
知
の
よ
う
に
新
善
法
寺
家
は
、｢
胡
蝶｣
の
書
写
者
の
八
幡
田
中
殿
の
田
中
家
と
同
じ
く
八
幡
宮
の
祠
官
家
で
あ
る
。
そ
の
新
善
法
寺
家
の
｢
横
笛｣
が
書
写
さ
れ
た
寛
永
四
12
年(
一
六
二
七)
か
ら
六
年
(
一
六
二
九)
の
当
主
は
、『
石
清
水
八
幡
宮
史
(
)』
｢
祠
官
家
系
図｣
に
、
重
清
新
善
法
寺
実
者
他
姓
也
、
武
家
之
子
、
以
養
子
儀
実
之
女
子
嫁
相
続
前
代
未
聞
之
儀
也
、(
中
略)
天
正
廿
年
卯
月
十
六
日
、
社
務
職
ニ
補
ス
と
あ
る
重
清
と
い
え
る
。
こ
の
注
記
に
よ
れ
ば
、
血
統
に
よ
る
相
続
で
な
く
武
家
の
出
身
で
新
善
法
寺
を
継
い
だ
人
物
だ
と
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、『
連
歌
総
目
録』
に
よ
る
連
歌
会
へ
の
出
座
等
も
確
認
で
き
な
い
。
そ
の
た
め
、
石
清
水
関
係
者
で
あ
る
た
め
と
い
う
以
外
、
こ
の
書
写
に
参
加
し
た
理
由
等
の
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。
こ
の
新
善
法
寺
重
清
と
は
対
照
的
に
多
く
の
連
歌
会
へ
の
参
加
が
認
め
ら
れ
る
の
が
、｢
鈴
虫｣
を
書
写
し
た
梨
原
宗
順
で
あ
る
。
先
ず
『
顕
伝
明
名
録
(
)』
巻
九
を
掲
げ
れ
ば
、
宗
順
紹
巴
門
弟
連
哥
師
内
侍
原
と
記
さ
れ
て
い
る
。『
源
氏
物
語
筆
者
目
録』
で
は
｢
梨
原｣
と
す
る
宗
順
の
姓
を
、
こ
こ
で
は
｢
内
侍
原｣
と
記
す
。
こ
の
｢
内
侍
原｣
の
用
例
は
、『
時
慶
記
(
)』
慶
長
九
年
(
一
六
〇
四)
七
月
一
日
の
条
に
も
あ
る
。
一
日
天
晴
、
早
朝
ヨ
リ
玄
仍
へ
興
行
連
哥
ニ
出
座
、
嶋
津
家
中
ー
ー
・
図
書
頭
・
三
上
越
前
守
・
内
侍
原
宗
順
・
カ
コ
勘
左
衛
門
。
立
於
・
能
閑
・
昌
琢
・
玄
仲
以
上
十
一
人
也
(
下
略)
こ
れ
は
、
玄
仍
興
行
の
連
歌
会
に
宗
順
が
一
座
し
た
記
事
で
あ
る
。
そ
し
て
、『
鹿
苑
日
録
(
)』
巻
六
十
四
、
寛
永
三
年
(
一
六
二
六)
十
一
月
九
日
の
条
に
も
、
九
日
、
早
朝
赴
内
侍
原
宗
順
、
漢
和
之
会
。
と
い
う
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。
宗
順
の
姓
に
つ
い
て
｢
梨
原｣
｢
内
侍
原｣
の
二
つ
を
掲
げ
た
が
、
こ
の
ほ
か
に
安
楽
庵
策
伝
の
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『策
伝
和
尚
送
答
控
(
)』
で
は
、｢
奈
子
原｣
と
表
記
し
て
い
る
。
奈
子
原
宗
順
へ
伝
あ
は
ね
と
も
馴
し
を
し
た
ふ
こ
ゝ
ろ
を
は
紅
葉
の
い
ろ
に
見
せ
も
(
て
ヲ
消
シ
テ)
こ
そ
す
れ
返
し
宗
順
吹
を
く
る
風
の
紅
葉
の
色
よ
り
も
人
の
こ
ゝ
ろ
の
ふ
か
き
を
そ
見
る
こ
の
｢
内
侍
原｣
｢
奈
子
原｣
と
い
う
姓
か
ら
、
鈴
木
棠
三
氏
(
)
は
宗
順
の
出
身
に
つ
い
て
大
和
、
近
江
の
可
能
性
に
言
及
し
て
い
る
。
そ
の
宗
順
の
生
没
年
は
未
詳
で
あ
る
が
、『
連
歌
総
目
録』
に
よ
る
と
連
歌
会
へ
の
出
座
の
最
も
早
い
の
が
、
慶
長
二
年
(
一
五
九
七)
十
月
二
十
七
日
の
玄
仍
も
同
座
し
て
い
る
連
歌
会
で
あ
る
。
そ
し
て
、
一
番
遅
い
の
が
寛
永
六
年
(
一
六
二
九)
一
月
十
七
日
の
小
堀
遠
州
と
同
座
の
連
歌
会
で
あ
る
。
こ
の
間
、
多
く
の
連
歌
会
で
連
衆
と
な
っ
て
い
る
。
更
に
、
寛
永
六
年
(
一
六
二
九)
三
月
に
は
、
八
条
宮
を
昌
俔
、
玄
陳
と
見
舞
う
と
い
う
記
事
が
『
時
慶
記
(
)』
に
見
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
足
跡
と
『
顕
伝
明
名
録』
の
｢
紹
巴
門
弟｣
と
い
う
記
載
か
ら
、
宗
順
の
年
齢
は
、
紹
巴
の
次
の
世
代
で
あ
る
昌
琢
、
玄
仲
に
近
い
と
考
え
ら
れ
る
。
宗
順
は
紹
巴
の
門
人
で
あ
る
た
め
、
こ
の
章
の
最
後
に
掲
げ
る
書
写
年
代
頃
の
連
歌
会
の
表
で
も
わ
か
る
が
、
昌
琢
や
昌
俔
、
玄
陳
、
玄
的
と
い
っ
た
里
村
一
族
と
の
一
座
が
多
い
。
そ
し
て
、
こ
の
里
村
一
門
の
連
歌
師
と
い
う
宗
順
の
位
置
が
、
昌
琢
、
玄
仲
と
い
っ
た
里
村
一
族
が
主
幹
を
な
す
こ
の
書
写
に
参
加
し
、｢
鈴
虫｣
を
担
当
し
た
理
由
で
あ
る
と
い
え
る
。
そ
の
宗
順
に
つ
い
て
、『
鹿
苑
日
録
(
)』
巻
五
十
三
、
元
和
元
年
(
一
六
一
五)
三
月
二
十
日
の
条
に
は
、
そ
の
人
物
が
偲
ば
れ
る
記
事
も
あ
る
。
廿
日
、
自
早
朝
赴
宗
順
、
漢
和
会
席
、
私
宅
綺
麗
、
路
地
絶
点
塵
。
樹
木
布
繁
陰
、
誠
市
中
隠
也
。
相
国
寺
鹿
苑
院
主
が
、
趣
の
あ
る
宗
順
の
私
邸
に
赴
い
た
と
い
う
記
事
で
あ
る
。
こ
の
記
載
か
ら
宗
順
は
閑
静
な
邸
宅
を
市
中
に
所
14
有
す
る
連
歌
師
と
し
て
、
当
時
の
京
都
の
文
化
人
の
一
人
だ
っ
た
と
い
え
る
。
そ
の
宗
順
と
同
様
、
京
都
の
文
化
人
で
あ
っ
た
の
が
、｢
幻｣
を
書
写
し
た
伊
益
で
あ
る
。『
顕
伝
明
名
録
(
)』
巻
二
に
は
、
伊
益
也
足
軒
門
弟
京
住
人
と
あ
る
。｢
也
足
軒｣
と
は
、
中
院
通
勝
の
号
で
あ
り
、
伊
益
は
通
勝
の
門
人
で
京
都
在
住
で
あ
る
と
わ
か
る
。
そ
の
伊
益
が
通
勝
の
門
人
で
あ
っ
た
様
子
は
、『
泰
重
卿
記
(
)』
寛
永
六
年
(
一
六
二
九)
九
月
十
三
日
の
条
に
、
中
院
家
で
の
和
歌
会
に
伊
益
の
名
前
が
見
え
る
点
か
ら
も
窺
え
る
。
十
三
日
、
乙
未
、
晴
、
如
約
束
飯
後
中
院
へ
和
哥
会
父
子
同
道
参
候
、
水
無
瀬
前
黄
門
・
北
畠
相
公
・
七
条
侍
従
・
予
父
子
・
亭
主
父
子
・
伊
益
、
以
上
八
人
也
、
当
座
以
上
題
十
五
首
也
、
秉
燭
時
分
清
書
読
上
有
之
也
、
酒
宴
以
後
各
罷
帰
候
。
こ
の
歌
会
に
は
、
伊
益
の
ほ
か
、
こ
の
『
源
氏
物
語』
揃
で
｢
篝
火｣
を
書
写
し
た
｢
北
畠
相
公｣
の
親
顕
や
、｢
水
無
瀬
前
黄
門｣
の
｢
藤
袴｣
を
書
写
し
た
水
無
瀬
兼
俊
の
父
、
氏
成
が
出
詠
し
て
い
る
。
北
畠
親
顕
は
、
北
畠
家
を
再
興
し
て
、
そ
の
姓
を
名
乗
っ
て
い
る
が
中
院
通
勝
の
次
男
で
あ
り
、
実
家
の
歌
会
へ
の
参
加
で
あ
る
。
尚
、
こ
こ
に
あ
る
記
主
で
あ
る
｢
予
父
子｣
と
は
、
藤
原
泰
重
、
泰
広
で
、
歌
会
の
｢
亭
主
父
子｣
は
、
中
院
通
村
、
通
純
を
指
す
。
通
村
は
伊
益
の
師
、
通
勝
の
嗣
子
で
あ
る
。
ま
た
同
記
の
同
年
閏
二
月
八
日
に
も
、
八
日
、
甲
子
、
雨
天
、
晩
中
院
父
子
・
左
内
・
予
盛
・
伊
益
等
也
、
飯
後
香
三
反
有
之
也
、
夜
半
過
也
、
と
あ
る
よ
う
に
、
中
院
父
子
と
伊
益
が
香
遊
び
(
)
に
同
席
し
て
い
る
記
述
も
あ
る
。
歌
会
や
香
遊
び
と
共
に
伊
益
は
連
歌
会
に
も
出
座
し
て
い
る
。『
連
歌
総
目
録』
に
よ
る
と
、
九
回
の
連
歌
会
へ
の
出
座
が
見
ら
れ
る
。
初
出
は
元
和
六
年
(
一
六
二
〇)
五
月
十
六
日
で
、
玄
仲
と
も
同
座
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
年
代
が
わ
か
る
最
も
遅
い
の
が
、
こ
の
章
の
末
尾
に
掲
げ
る
書
写
年
代
頃
の
連
歌
会
の
表
に
も
あ
る
寛
永
五
年
(
一
六
二
八)
七
月
二
十
三
日
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
15
元
和
、
寛
永
期
に
活
躍
が
見
ら
れ
る
伊
益
で
あ
る
が
、
生
没
年
は
未
詳
で
あ
る
。
そ
の
伊
益
が
｢
幻｣
の
書
写
者
と
し
て
抜
擢
さ
れ
た
の
は
、
連
歌
会
に
於
け
る
里
村
家
の
人
々
と
の
繋
が
り
と
、
先
の
『
泰
重

記』
の
記
事
が
伝
え
る
、
中
院
通
勝
の
門
人
と
し
て
、
堂
上
の
人
達
と
も
交
流
す
る
京
都
の
文
化
人
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
次
に
触
れ
る
の
は
、
北
野
衆
の
能
通
で
あ
る
。
能
通
に
つ
い
て
は
、
先
ず
福
井
氏
(
)
の
、
西
久
松
能
札
(
天
和
八)
―
能
通
(
寛
永
六)
―
能
通
(
寛
永
廿
一)
―
能
通
(
延
宝
七)
と
い
う
系
譜
を
掲
げ
て
お
き
た
い
。
最
初
に
記
さ
れ
る
能
札
の
｢
天
和
八｣
は
、
存
在
し
な
い
年
号
で
あ
り
疑
問
が
残
る
が
、
襲
名
に
よ
る
三
代
に
亘
る
｢
能
通｣
を
掲
げ
る
。
こ
の
『
源
氏
物
語』
揃
の
書
写
年
代
は
寛
永
四
年
(
一
六
二
七)
か
ら
六
年
(
一
六
二
九)
で
あ
り
、
そ
う
す
る
と
、｢
匂
宮｣
を
書
写
し
た
能
通
は
、
一
応
、
初
代
の
｢
能
通
(
寛
永
六)｣
だ
と
考
え
ら
れ
る
が
、
襲
名
し
た
年
月
が
不
明
で
あ
る
た
め
厳
密
に
は
、
二
代
目
や
三
代
目
の
可
能
性
も
残
る
。
そ
し
て
、
能
通
の
連
歌
活
動
を
『
連
歌
総
目
録』
か
ら
抜
き
出
せ
ば
、
九
つ
の
連
歌
会
へ
の
出
座
が
見
ら
れ
る
。
①
慶
長
十
四
年
(
一
六
〇
九)
九
月
十
六
日
昌
琢
・
慶
純
・
宗
隆
・
慶
・
甫
・
孝
子
・
能
札
・
昌
俔
・
紹
由
・
玄
陳
・
能
舜
・
宗
順
・
能
通
②
慶
長
十
六
年
(
一
六
一
一)
十
一
月
十
六
日
道
与
・
玄
仲
・
昌
琢
・
正
清
・
能
札
・
昌
俔
・
紹
知
・
紹
由
・
了
倶
・
能
舜
・
莫
滋
・
能
通
③
元
和
二
年
(
一
六
一
六)
四
月
十
七
日
利
宗
・
慶
純
・
能
札
・
紹
由
・
宗
順
・
了
倶
・
宗
億
・
能
通
・
仙
巌
・
能
意
④
元
和
三
年
(
一
六
一
七)
二
月
七
日
吉
康
・
内
上
・
惣
代
・
能
柏
・
紹
阿
・
能
作
・
宗
因
・
久
世
・
能
三
・
能
円
・
能
通
・
能
頓
・
能
範
・
能
琢
・
岩
夜
叉
16
⑤元
和
五
年
(
一
六
一
九)
八
月
十
日
至
鎮
・
能
札
・
昌
琢
・
禅
高
・
昌
俔
・
玄
陳
・
慶
純
・
玄
的
・
宗
順
・
能
通
・
政
直
・
能
派
⑥
元
和
八
年
(
一
六
二
二)
四
月
直
純
・
内
上
・
蔵
人
・
兵
衛
・
惣
代
・
禅
意
・
禅
昌
・
禅
知
・
意
運
・
兼
益
・
紹
味
・
道
更
・
能
三
・
能
円
・
能
通
・
能
賀
・
能
故
・
能
吉
⑦
元
和
九
年
(
一
六
二
三)
四
月
十
日
昌
琢
・
玄
琢
・
玄
仲
・
禅
昌
・
昌
俔
・
禅
意
・
玄
陳
・
慶
純
・
素
閑
・
宗
順
・
能
通
・
昌
佐
⑧
寛
永
二
年
(
一
六
二
五)
六
月
十
日
色
(
八
条
宮)
・
長
盛
・
慶
純
・
忠
定
・
宗
順
・
宗
乾
・
与
孝
・
正
重
・
切
臨
・
能
通
・
不
屑
・
長
僖
・
城
与
・
正
次
・
勝
政
・
正
種
・
直
友
・
宗
延
⑨
寛
永
五
年
(
一
六
二
八)
十
一
月
六
日
常
継
・
昌
琢
・
昌
俔
・
常
安
・
友
務
・
友
継
・
景
益
・
宗
於
・
住
康
・
能
泉
・
能
通
・
心
利
・
能
海
網
か
け
部
分
は
、
こ
の
『
源
氏
物
語』
揃
の
題
僉
を
書
い
た
八
条
宮
と
書
写
者
で
あ
る
。
概
観
し
て
昌
琢
、
昌
俔
と
い
っ
た
里
村
家
の
人
々
や
名
前
に
｢
能｣
と
い
う
字
が
付
く
北
野
衆
と
の
同
座
が
多
い
と
わ
か
る
。
そ
の
能
通
の
年
齢
は
未
詳
で
あ
る
が
、
慶
長
年
間
の
①
②
の
連
歌
会
で
の
句
数
は
｢
一｣
で
あ
り
、
①
の
連
歌
会
と
同
年
の
慶
長
十
四
年
(
一
六
〇
九)
九
月
十
六
日
の
『
時
慶
記
(
)』
に
は
、
十
六
日
、
天
曇
(
中
略)
一
慶
純
興
行
依
兼
約
陣
義
等
之
事
不
見
之
、
無
念


、
可
尋
之
、
早
々
出
座
、
杉
原
十
帖
遣
候
、
発
句
昌
琢
、
脇
亭
主
、
第
三
賀
古
豊
前
守
、
四
句
目
予
、
五
句
目
阿
野
、
其
外
ハ
昌

・
浅
井
左
馬
助
孝
子
・
宗
順
・
紹
由
・
能
礼
・
能
舜
、
執
筆
能
通
、
未
刻
ニ
満
、
棊
ア
リ
、
手
本
共
一
覧

及
夜
半
前
テ
帰
、
御
番
時
直
勤
。
｢
執
筆
能
通｣
と
記
さ
れ
て
い
る
。｢
執
筆｣
は
｢
連
歌
に
精
通
し
て
い
る
能
筆
の
若
者
が
理
想｣
と
い
う
『
連
歌
辞
典
(
)』
の
説
明
が
17
あ
り
、
同
年
の
連
歌
会
に
於
け
る
一
と
い
う
句
数
を
合
わ
せ
考
え
れ
ば
、
慶
長
十
四
年
(
一
六
〇
九)
当
時
の
能
通
の
年
齢
が
若
か
っ
た
と
い
え
る
。
昌
琢
や
そ
の
弟
の
昌
俔
が
、
最
初
に
出
座
し
た
の
が
十
二
歳
で
あ
り
、
そ
れ
に
な
ら
い
慶
長
十
四
年
(
一
六
〇
九)
に
能
通
が
十
二
歳
で
執
筆
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
こ
の
｢
匂
宮｣
を
書
写
し
た
寛
永
四
年
(
一
六
二
七)
か
ら
六
年
(
一
六
二
九)
は
、
三
十
歳
か
ら
三
十
二
歳
に
な
る
。
そ
の
能
通
に
よ
る
こ
の
書
写
へ
の
参
加
は
、
連
歌
に
関
係
が
深
い
北
野
社
の
関
係
者
と
し
て
、
連
歌
会
で
の
里
村
家
の
人
々
と
の
繋
が
り
で
あ
る
の
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
次
に
九
州
の
連
歌
関
係
者
だ
と
考
え
ら
れ
る
桜
井
藤
兵
衛
と
智
雄
院
秋
閑
を
取
り
上
げ
た
い
。
桜
井
藤
兵
衛
を
『
連
歌
総
目
録』
で
調
べ
る
と
、
た
だ
一
つ
次
の
独
吟
に
よ
る
百
韻
が
あ
る
。
元
和
三
年
(
一
六
一
七)
一
月
何
路
百
韻
発
句
春
は
け
ふ
花
を
待
日
の
は
し
め
哉
正
慶
百
こ
の
注
記
に
｢
梁
川
藩
桜
井
藤
兵
衛｣
と
あ
り
、
そ
の
た
め
｢
正
慶｣
を
『
連
歌
総
目
録』
で
見
る
と
、
年
月
日
が
明
確
な
連
歌
会
へ
の
出
座
と
し
て
は
、
次
の
三
つ
が
注
目
さ
れ
る
。
①
慶
長
十
三
年
(
一
六
〇
八)
一
月
正
慶
独
吟
千
句
四
十
二
年
祈
祷
跋
正
慶
②
元
和
五
年
(
一
六
一
九)
八
月
十
九
日
。
山
何
百
韻
勢
州
川
村
彦
太
夫
発
句
百
草
の
花
野
は
八
十
の
ち
ま
た
哉
昌
琢
十
三
・
正
慶
八
・
玄
仲
二
・
昌
俔
十
一
・
玄
陳
十
・
宗
億
八
・
玄
的
十
・
甚
澄
八
・
以
省
八
・
素
閑
七
・
貞
重
七
・
宣
滋
七
・
昌
佐
一
18
③元
和
五
年
(
一
六
一
九)
九
月
二
十
一
日
。
初
何
百
韻
発
句
菊
紅
葉
お
れ
は
つ
つ
り
の
衫
か
な
昌
琢
十
三
・
応
昌
九
・
玄
仲
十
二
・
未
云
八
・
昌
俔
十
・
玄
陳
九
・
友
勢
九
・
玄
的
九
・
以
省
八
・
円
政
七
・
素
閑
八
・
正
慶
七
・
昌
佐
一
①
は
、
慶
長
十
三
年
(
一
六
〇
八)
に
正
慶
が
四
十
二
歳
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
千
句
で
あ
る
。
そ
し
て
、
②
③
で
は
、
里
村
一
族
と
同
座
し
て
い
る
の
で
、
こ
の
書
写
の
主
幹
で
あ
る
里
村
家
と
の
繋
が
り
が
確
認
で
き
る
。
前
に
引
用
し
た
桜
井
藤
兵
衛
が
正
慶
で
あ
る
と
い
う
注
記
に
は
｢
梁
川
藩｣
と
も
記
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
注
記
は
｢
元
和
三
年
(
一
六
一
七)
一
月｣
の
独
吟
に
付
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
当
時
の
柳
川
藩
は
、
三
河
国
岡
崎
か
ら
田
中
吉
政
が
入
封
し
て
い
た
。
柳
川
藩
は
、
豊
臣
秀
吉
の
九
州
平
定
後
、
立
花
宗
茂
に
よ
っ
て
成
立
し
た
が
、
関
ヶ
原
の
合
戦
で
立
花
氏
が
西
軍
に
味
方
し
た
た
め
改
易
と
な
り
、
田
中
氏
が
入
っ
た
が
元
和
六
年
(
一
六
二
〇)
に
、
そ
の
田
中
氏
は
二
代
で
断
絶
し
、
立
花
氏
の
再
入
封
と
な
る
と
い
う
経
緯
を
持
つ
。
そ
の
立
花
氏
の
家
臣
の
一
人
が
桜
井
氏
で
あ
っ
た
。
『
立
花
家
旧
臣
文
書
(
)』
の
中
に
は
、
元
亀
二
年
(
一
五
七
一)
四
月
二
十
二
日
の
日
付
が
残
る
キ
リ
シ
タ
ン
大
名
と
し
て
知
ら
れ
る
大
友
宗
麟
が
、
桜
井
藤
兵
衛
に
筑
前
莚
田
郡
を
与
え
た
、
と
い
う
内
容
の
文
書
が
あ
る
。
こ
の
書
簡
の
宛
名
に
は
｢
桜
井
藤
兵
衛
入
道
殿｣
と
あ
り
、
先
の
｢
正
慶
独
吟
千
句｣
で
慶
長
十
三
年
(
一
六
〇
八)
に
四
十
二
歳
だ
と
す
れ
ば
、
こ
の
書
簡
を
受
け
取
っ
た
時
、
五
歳
と
な
る
。
そ
う
す
る
と
、｢
入
道
殿｣
と
い
う
呼
称
か
ら
も
別
人
で
あ
り
、
宗
麟
か
ら
の
書
状
は
祖
父
、
或
い
は
父
に
も
た
ら
さ
れ
、
そ
こ
に
は
｢
藤
兵
衛｣
の
襲
名
が
あ
っ
た
か
と
思
わ
れ
る
。
先
の
①
｢
正
慶
独
吟
千
句｣
の
記
述
に
よ
っ
て
、
慶
長
十
三
年
(
一
六
〇
八)
の
桜
井
藤
兵
衛
の
年
齢
を
四
十
二
歳
と
す
れ
ば
、
こ
の
｢
東
屋｣
を
書
写
し
た
寛
永
四
年
(
一
六
二
七)
か
ら
六
年
(
一
六
二
九)
は
、
六
十
一
歳
か
ら
六
十
三
歳
と
な
る
。
そ
し
て
、
19
書
写
へ
の
参
加
は
、
里
村
家
の
人
々
と
の
連
歌
に
よ
る
繋
が
り
に
よ
る
と
い
え
る
。
最
後
に
智
雄
院
秋
閑
に
つ
い
て
触
れ
て
お
き
た
い
。
秋
閑
に
つ
い
て
は
｢
閑｣
が
｢
｣
と
な
っ
て
い
る
が
、『
顕
伝
明
名
録
(
)』
巻
三
に
、
秋

肥
後
国
熊
本
智
雄
院
日
収
と
い
う
記
載
が
あ
り
、｢
日
収｣
と
い
う
僧
か
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
｢
日
収｣
に
つ
い
て
は
『
日
本
人
名
大
辞
典
(
)』
に
、
日
収
(
１
５
７
８
〜
１
６
５
０)
江
戸
時
代
前
期
の
僧
。
天
正
６
年
生
ま
れ
。
日
蓮
宗
。
京
都
松
ケ
崎
檀
林
で
ま
な
び
、
の
ち
下
総
飯
高
(
千
葉
県)
の
檀
林
で
日
遠
に
師
事
。
元
和
６
年
肥
後
(
熊
本
県)
常
光
寺
２
世
と
な
る
。
書
画
詩
文
を
よ
く
し
た
。
慶
安
３
年
10
月
10
日
死
去
。
73
歳
。
能
登
(
石
川
県)
出
身
。
字
は
秋

。
号
は
智
雄
院
。
と
い
う
解
説
が
あ
る
。
こ
こ
に
連
歌
会
な
ど
に
つ
い
て
言
及
が
な
い
よ
う
に
、『
連
歌
総
目
録』
で
も
｢
智
雄
院
秋
閑｣
は
見
ら
れ
な
い
。
そ
の
た
め
、
こ
の
日
収
を
｢
浮
舟｣
の
書
写
者
｢
智
雄
院
秋
閑｣
と
す
る
の
は
、
な
お
慎
重
に
考
え
る
必
要
も
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
仮
に
日
収
と
し
て
『
日
本
人
名
大
辞
典』
の
い
う
、
天
正
六
年
(
一
五
七
八)
か
ら
慶
安
三
年
(
一
六
五
〇)
と
い
う
七
十
三
年
の
生
涯
で
あ
れ
ば
、｢
浮
舟｣
の
書
写
年
代
で
あ
る
寛
永
四
年
(
一
六
二
七)
か
ら
六
年
(
一
六
二
九)
は
、
五
十
歳
か
ら
五
十
二
歳
に
相
当
す
る
。
そ
し
て
、
こ
の
書
写
へ
の
参
加
の
契
機
は
、
九
州
の
連
歌
関
係
者
を
通
し
て
で
は
な
い
か
と
推
察
さ
れ
る
。
こ
こ
ま
で
本
稿
で
取
り
上
げ
た
書
写
者
達
の
連
歌
活
動
を
、『
連
歌
総
目
録』
か
ら
抽
出
し
て
表
に
し
て
お
き
た
い
。
そ
の
期
間
は
、
書
写
が
行
な
わ
れ
た
寛
永
四
年
(
一
六
二
七)
か
ら
六
年
(
一
六
二
九)
を
含
む
、
寛
永
元
年
(
一
六
二
四)
か
ら
六
年
(
一
六
二
九)
迄
で
あ
る
。
こ
の
期
間
に
連
歌
活
動
が
あ
る
書
写
者
は
、
玄
仲
、
宗
順
、
伊
益
、
能
通
、
能
円
の
五
人
で
あ
る
。
そ
の
連
歌
活
動
を
年
代
順
に
並
べ
、
こ
の
『
源
氏
物
語』
揃
の
書
写
者
で
連
衆
と
な
っ
て
い
る
人
物
に
丸
印
を
付
し
た
。
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こ
の
表
を
見
る
と
、
昌
琢
、
昌
俔
、
玄
陳
、
玄
的
の
里
村
一
族
が
揃
っ
て
出
座
す
る
連
歌
会
が
多
い
と
わ
か
る
。
そ
の
一
族
の
中
で
玄
仲
の
み
は
、
こ
の
一
族
が
揃
っ
て
出
座
す
る
連
歌
会
の
連
衆
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
三
回
だ
け
で
あ
り
、
独
自
の
活
動
が
顕
著
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
宗
順
は
、
昌
琢
を
中
心
と
し
て
一
族
が
揃
う
連
歌
会
へ
の
出
座
が
殆
ど
で
あ
り
、
紹
巴
の
門
人
と
い
う
立
場
を
如
実
に
示
し
て
い
る
。
ま
た
、
伊
益
は
、
中
院
通
勝
の
門
人
で
あ
る
た
め
か
、
宗
順
の
二
十
八
回
の
出
座
に
比
べ
て
も
五
回
と
非
常
に
少
な
い
。
そ
れ
よ
り
更
に
少
な
い
の
が
、
北
野
社
の
関
係
者
で
あ
る
能
円
の
三
回
、
能
通
の
二
回
で
あ
る
。
21
年
月
日
八
条
昌
琢
昌
俔
玄
陳
玄
的
玄
仲
了
倶
宗
因
行
生
宗
具
宗
順
伊
益
能
舜
能
通
能
円
寛
永
元
年(
一
六
二
四)
一
月
三
日
○
○
○
○
○
○
○
○
一
月
六
日
○
宗
琢
同
座
一
月
二
十
一
日
○
○
○
○
○
○
○
七
月
十
一
日
○
○
十
月
十
八
日
○
○
○
○
○
十
二
月
十
八
日
○
○
○
○
○
二
年
(
一
六
二
五)
一
月
二
十
一
日
○
○
○
○
○
○
○
三
月
三
日
○
○
○
○
○
○
四
月
○
○
○
○
○
○
○
玄
仍
十
七
回
忌
四
月
三
日
○
○
○
五
月
晦
日
○
○
○
○
○
六
月
十
日
○
○
○
八
月
十
四
日
○
○
○
○
八
月
二
十
日
○
○
十
月
二
十
二
日
○
○
○
○
○
○
○
三
年
(
一
六
二
六)
一
月
三
日
○
○
○
○
○
○
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二
月
二
十
六
日
○
○
○
○
○
○
○
三
月
十
日
○
○
○
○
○
○
古
今
伝
授
意
宴
四
月
十
二
日
○
○
○
○
○
○
○
紹
巴
廿
五
回
忌
五
月
四
日
○
○
○
七
月
十
日
○
○
○
九
月
八
日
○
○
○
○
○
○
十
月
七
日
○
○
○
○
○
十
月
九
日
○
○
○
○
○
四
年
(
一
六
二
七)
一
月
三
日
○
○
○
○
○
○
○
一
月
二
十
一
日
○
○
○
○
一
月
二
十
六
日
○
伊
達
政
宗
同
座
三
月
○
○
○
○
○
三
月
十
八
日
○
○
○
○
○
○
○
三
月
十
八
日
○
○
○
○
○
三
月
二
十
二
日
○
四
月
十
九
日
○
四
月
二
十
三
日
○
四
月
二
十
五
日
○
六
月
十
九
日
○
六
月
二
十
五
日
○
七
月
二
十
四
日
○
○
○
○
○
○
昌
叱
二
十
五
回
忌
七
月
二
十
四
日
○
○
○
○
○
九
月
六
日
○
○
○
○
○
○
行
生
追
善
五
年
(
一
六
二
八)
一
月
三
日
○
一
月
十
四
日
○
○
一
月
二
十
日
○
○
江
戸
二
月
二
十
六
日
○
○
五
、
全
書
写
者
と
担
当
巻
に
つ
い
て
今
ま
で
翻
刻
し
た
巻
の
書
写
者
に
つ
い
て
は
、
そ
の
都
度
、
取
り
上
げ
て
き
た
が
、
こ
こ
で
は
、
そ
の
結
果
も
踏
ま
え
て
、
全
体
を
繋
い
で
書
写
者
と
担
当
し
た
巻
に
つ
い
て
の
考
え
を
述
べ
て
、
一
応
の
ま
と
め
と
し
て
お
き
た
い
。
先
ず
、
書
陵
部
蔵
(
)
の
『
源
氏
物
語』
を
分
量
の
少
な
い
巻
の
順
番
に
並
べ
て
、
こ
の
『
源
氏
物
語』
揃
の
書
写
者
を
付
し
た
の
が
、
次
の
表
で
あ
る
。
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五
月
二
十
日
○
○
○
○
七
月
二
十
三
日
○
○
○
○
○
八
月
十
日
○
○
○
○
○
○
十
月
二
十
八
日
○
○
○
○
○
十
一
月
六
日
○
○
○
六
年
(
一
六
二
九)
一
月
十
七
日
○
小
堀
遠
江
守
同
座
一
月
二
十
日
○
○
江
戸
一
月
二
十
五
日
○
○
一
月
二
十
七
日
○
一
月
二
十
九
日
○
○
二
月
二
十
二
日
○
○
○
加
藤
正
方
同
座･
江
戸
閏
二
月
二
日
○
○
○
加
藤
正
方
同
座･
江
戸
四
月
十
三
日
○
七
月
十
日
○
12
37
30
28
22
24
8
7
9
2
28
5
1
2
3
こ
の
表
を
見
る
と
、
明
ら
か
に
各
巻
の
長
さ
を
計
量
し
て
、
そ
の
結
果
に
基
づ
い
て
、
長
い
巻
を
岡
本
主
水
が
担
当
す
る
と
い
う
原
則
が
あ
る
と
わ
か
る
。
主
水
は
｢
筆
功｣
と
い
う
書
写
の
専
門
家
で
あ
り
、
こ
れ
は
当
然
と
も
い
え
る
。
そ
の
一
方
で
、
こ
の
処
置
で
他
の
書
写
者
が
書
写
作
業
に
費
や
す
負
担
は
軽
減
さ
れ
る
と
い
う
見
方
も
で
き
る
。
そ
う
す
る
と
、
表
の
下
方
の
長
巻
に
岡
本
主
水
が
連
続
す
る
中
に
、
石
井
了
倶
、
玄
陳
、
桜
井
藤
兵
衛
、
智
雄
院
秋
閑
、
宗
因
が
入
っ
て
い
る
の
は
、
後
に
も
記
す
が
、
例
え
ば
、
玄
陳
は
里
村
北
家
の
嫡
流
と
し
て
｢
桐
壺｣
に
次
ぐ
｢
帚
木｣
の
書
写
者
と
し
て
特
に
抜
擢
さ
れ
た
等
、
そ
こ
に
は
何
か
理
由
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
理
由
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
以
降
、
通
常
の
巻
の
順
番
に
書
写
者
と
担
当
巻
の
関
係
を
考
え
て
行
く
際
に
適
宜
、
触
れ
た
い
と
思
う
。
巻
頭
｢
桐
壺｣
か
ら
見
て
行
け
ば
、｢
桐
壺｣
は
里
村
南
家
の
当
主
で
連
歌
界
の
大
宗
匠
で
あ
っ
た
昌
琢
が
書
写
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
と
対
応
す
る
巻
末
｢
夢
の
浮
橋｣
は
、
本
来
は
北
家
の
当
主
が
相
応
し
い
の
で
あ
る
が
、
昌
琢
と
同
世
代
と
な
る
北
家
の
当
主
の
玄
仍
は
故
人
で
あ
り
、
そ
の
弟
の
玄
仲
が
担
当
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
巻
の
中
で
最
も
重
要
な
巻
頭
、
巻
末
に
南
北
両
家
の
年
長
者
を
据
え
た
と
い
う
処
置
で
あ
る
。
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巻 書写者
篝火 北畠殿
花散里 行生
関屋 玄陳
空蝉 玄的
花宴 左馬助
紅梅 能円
匂宮 能通
藤袴 水無瀬中将殿
初音 昌俔
鈴虫 宗順
野分 能舜
夢の浮橋 玄仲
横笛 新善法寺
梅枝 八幡久古
早蕨 宗具
幻 伊益
絵合 宗琢
蛍 宗具
御法 昌俔
朝顔 伴与九郎紀金
胡蝶 八幡田中殿
松風 玄仍息女
常夏 石井了倶
藤裏葉 玄陳
紅葉賀 宗因
桐壺 昌琢
蓬生 岡本主水
行幸 岡本主水
薄雲 岡本主水
末摘花 石井了倶
澪標 岡本主水
真木柱 岡本主水
椎本 岡本主水
須磨 大鳥井信岩
橋姫 岡本主水
竹河 岡本主水
明石 岡本主水
柏木 岡本主水
玉鬘 岡本主水
葵 東寺観智院
少女 岡本主水
若紫 岡本主水
夕顔 岡本主水
帚木 玄陳
賢木 岡本主水
蜻蛉 岡本主水
東屋 桜井藤兵衛
浮舟 智雄院秋閑
手習 岡本主水
夕霧 岡本主水
宿木 宗因
総角 岡本主水
若菜上 岡本主水
若菜下 岡本主水
そ
し
て
、
昌
琢
か
ら
見
れ
ば
次
の
世
代
に
当
た
り
、
甥
で
も
あ
る
北
家
の
嫡
流
を
継
い
で
い
る
玄
陳
を
、｢
桐
壺｣
に
続
く
二
つ
目
の
｢
帚
木｣
に
当
て
て
、｢
関
屋｣
｢
藤
裏
葉｣
と
い
う
三
巻
の
書
写
者
と
し
て
い
る
。
先
の
表
で
も
わ
か
る
が
、
複
数
の
巻
を
担
当
す
る
人
物
は
少
な
く
、
玄
陳
の
三
巻
は
最
も
多
く
、
こ
の
点
か
ら
も
玄
陳
が
主
要
な
書
写
者
だ
と
い
え
る
。
玄
陳
の
｢
帚
木｣
に
続
く
｢
空
蝉｣
の
書
写
者
が
玄
陳
の
弟
の
玄
的
で
あ
る
。
こ
こ
ま
で
見
て
来
た
割
り
振
り
を
見
れ
ば
、
こ
の
書
写
の
主
幹
は
昌
琢
を
中
心
と
し
た
里
村
家
で
あ
る
の
は
明
白
で
あ
る
。
そ
こ
で
次
に
、
里
村
一
族
の
担
当
巻
と
そ
の
人
物
の
経
歴
等
を
ま
と
め
て
お
き
た
い
。
年
齢
は
書
写
が
行
な
わ
れ
た
寛
永
四
年
(
一
六
二
七)
か
ら
六
年
(
一
六
二
九)
の
年
齢
を
掲
げ
た
。
桐
壺
昌
琢
里
村
南
家
の
当
主
・
五
十
四
〜
五
十
六
歳
。
帚
木
玄
陳
里
村
北
家
の
当
主
・｢
関
屋｣
｢
藤
裏
葉｣
も
担
当
・
三
十
七
〜
三
十
九
歳
。
空
蝉
玄
的
里
村
北
家
・
玄
陳
の
弟
・
三
十
五
〜
三
十
七
歳
。
松
風
玄
仍
息
女
昌
琢
の
妻
・
玄
陳
の
妹
・
玄
的
の
姉
妹
。
三
十
歳
代
か
。
初
音
昌
俔
里
村
南
家
・
昌
琢
の
弟
・｢
御
法｣
も
担
当
・
四
十
〜
四
十
二
歳
。
夢
の
浮
橋
玄
仲
里
村
北
家
・
玄
陳
の
叔
父
・
五
十
歳
〜
五
十
二
歳
。
こ
の
中
で
、
先
に
触
れ
な
か
っ
た
玄
仍
息
女
、
昌
俔
に
つ
い
て
述
べ
れ
ば
、
玄
仍
息
女
の
｢
松
風｣
は
、
表
の
岡
本
主
水
に
よ
る
書
写
の
長
巻
を
除
外
す
れ
ば
分
量
の
多
い
巻
で
あ
る
。
表
で
、
こ
の
｢
松
風｣
か
ら
岡
本
主
水
が
最
初
に
登
場
す
る
｢
蓬
生｣
に
至
る
巻
を
見
る
と
、
里
村
一
族
と
一
門
の
書
写
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
を
見
る
と
、
他
の
書
写
者
の
書
写
作
業
の
負
担
を
考
慮
し
て
、
里
村
一
族
で
あ
る
玄
仍
息
女
が
、
岡
本
主
水
の
担
当
以
外
で
は
比
較
的
分
量
の
あ
る
巻
を
受
け
持
っ
た
と
い
う
一
面
が
窺
え
る
。
そ
し
て
、
昌
俔
に
つ
い
て
は
、｢
初
音｣
と
い
う
新
年
に
読
ま
れ
、
調
度
品
の
題
材
と
も
な
る
祝
祭
色
の
濃
い
巻
の
書
写
者
で
あ
25
り
、
も
う
一
つ
｢
御
法｣
も
担
当
し
て
い
る
た
め
、
昌
俔
も
書
写
者
と
し
て
重
要
な
位
置
に
あ
っ
た
と
い
え
る
。
引
き
続
き
、
前
の
里
村
一
族
と
同
様
、
岡
本
主
水
の
担
当
巻
は
除
外
し
て
、
巻
の
順
序
に
従
い
担
当
巻
と
書
写
者
の
経
歴
等
を
列
記
し
て
お
け
ば
、
次
の
よ
う
に
な
る
。
年
齢
も
先
の
里
村
一
族
の
場
合
と
同
じ
で
あ
る
。
末
摘
花
石
井
了
倶
｢
常
夏｣
も
担
当
・
昌
叱
の
門
人
・
仙
台
藩
の
連
歌
師
・
伊
達
政
宗
と
関
係
あ
り
。
紅
葉
賀
西
山
宗
因
｢
宿
木｣
も
担
当
・
昌
琢
の
門
人
・
加
藤
正
方
家
臣
・
二
十
三
歳
〜
二
十
五
歳
。
花
宴
左
馬
助
賀
茂
筆
功
。
葵
観
智
院
十
一
世
栄
禅
・
水
無
瀬
親
具
の
実
子
・
中
院
道
村
の
猶
子
・
二
十
歳
〜
二
十
二
歳
。
花
散
里
北
左
平
次
行
生
昌
琢
の
門
人
・
加
藤
肥
後
守
忠
広
家
臣
・
寛
永
四
年
没
・
二
十
歳
代
か
。
須
磨
大
鳥
井
信
岩
太
宰
府
天
満
宮
別
当
・
五
十
六
歳
〜
五
十
八
歳
・
黒
田
如
水
と
関
係
あ
り
。
絵
合
宗
琢
玄
仲
に
近
い
人
物
・
細
川
忠
隆
と
関
係
あ
り
。
朝
顔
伴
与
九
郎
紀
金
石
清
水
八
幡
宮
の
神
人
・
五
十
歳
代
か
。
胡
蝶
八
幡
田
中
殿
田
中
敬
清
・
石
清
水
八
幡
宮
の
別
当
家
・
二
十
七
歳
〜
二
十
九
歳
。
蛍
宗
具
｢
早
蕨｣
も
担
当
・
奈
良
の
連
歌
関
係
者
。
篝
火
北
畠
殿
親
顕
・
中
院
通
勝
の
次
男
・
道
村
の
実
弟
・
北
畠
家
再
興
・
二
十
五
歳
〜
二
十
七
歳
。
野
分
能
舜
北
野
衆
(
上
大
路
家)
・
六
十
歳
代
か
。
藤
袴
水
無
瀬
中
将
殿
兼
俊
・
氏
成
の
嫡
男
・
三
十
五
歳
〜
三
十
七
歳
。
真
木
柱
八
幡
久
古
石
清
水
八
幡
宮
の
神
人
か
。
横
笛
新
善
法
寺
石
清
水
八
幡
宮
の
別
当
家
・
新
善
法
寺
重
清
。
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鈴
虫
梨
原
宗
順
紹
巴
の
門
人
。
幻
伊
益
中
院
通
勝
の
門
人
。
匂
宮
能
通
北
野
衆
(
西
久
松
家)
。
紅
梅
能
円
北
野
衆
(
梅
林
家)
・
紹
巴
弟
子
・
四
十
七
歳
〜
四
十
九
歳
。
東
屋
桜
井
藤
兵
衛
桜
井
正
慶
・
柳
川
藩
・
立
花
宗
茂
の
家
臣
・
六
十
一
歳
〜
六
十
三
歳
。
浮
舟
智
雄
院
秋
閑
日
収
・
肥
後
常
光
寺
二
世
・
五
十
歳
〜
五
十
二
歳
。
里
村
一
族
で
｢
空
蝉｣
ま
で
の
三
巻
を
担
当
し
た
後
、｢
末
摘
花｣
を
石
井
了
倶
、｢
紅
葉
賀｣
を
西
山
宗
因
が
書
写
し
て
い
る
。
こ
の
二
人
は
、
了
倶
が
も
う
一
つ
｢
常
夏｣
を
、
宗
因
が
｢
宿
木｣
を
担
当
す
る
こ
れ
も
主
要
な
書
写
者
で
あ
る
。
こ
の
二
人
に
｢
花
散
里｣
の
北
左
平
次
行
生
を
加
え
て
、
里
村
一
門
の
書
写
者
が
一
族
に
続
い
て
配
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
｢
花
宴｣
の
左
馬
助
は
岡
本
主
水
と
同
じ
｢
賀
茂
筆
功｣
で
あ
る
。
筆
功
と
は
い
え
長
巻
で
は
な
い
こ
の
一
巻
の
み
の
書
写
者
で
あ
り
、
岡
本
主
水
の
関
係
者
と
し
て
、
何
ら
か
の
事
情
で
加
え
ら
れ
た
か
と
推
察
さ
れ
る
。
長
巻
の
｢
葵｣
｢
須
磨｣
を
書
写
し
た
観
智
院
と
大
鳥
井
信
岩
は
堂
上
の
出
身
者
と
大
名
に
も
準
ず
る
と
い
わ
れ
た
太
宰
府
天
満
宮
別
当
で
あ
る
。
そ
の
二
人
が
長
巻
の
書
写
者
で
あ
る
と
い
う
の
は
、
こ
れ
も
何
か
特
別
な
事
情
が
窺
え
る
。
そ
し
て
、
玄
仲
と
繋
が
り
の
あ
る
宗
琢
の
｢
絵
合｣
を
経
て
、
石
清
水
関
係
の
書
写
者
の
最
初
と
し
て
｢
朝
顔｣
の
伴
与
九
郎
紀
金
が
登
場
す
る
。
こ
の
紀
金
を
含
め
石
清
水
八
幡
宮
の
関
係
者
が
四
人
抜
擢
さ
れ
て
い
る
の
は
、
こ
の
書
写
の
一
つ
の
特
徴
と
い
え
る
。
比
較
的
短
い
巻
の
多
い
玉
鬘
十
帖
に
入
り
、
先
に
述
べ
た
昌
俔
の
｢
初
音｣
と
い
う
晴
れ
の
巻
が
あ
る
。
そ
れ
と
対
を
な
す
の
が
、
｢
胡
蝶｣
で
｢
田
中
殿｣
と
敬
称
で
記
さ
れ
て
い
る
石
清
水
八
幡
宮
の
別
当
家
、
田
中
敬
清
が
書
写
し
て
い
る
。
続
く
｢
蛍｣
を
担
当
し
た
の
が
紹
巴
ゆ
か
り
の
奈
良
の
連
歌
関
係
者
、
宗
具
で
あ
る
。
里
村
家
の
人
々
と
の
連
歌
会
で
の
同
座
も
多
く
、
そ
の
親
密
な
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関
係
に
よ
っ
て
も
う
一
巻
｢
早
蕨｣
も
担
当
す
る
。
こ
の
宗
具
も
主
要
な
書
写
者
と
い
え
る
。
最
も
短
い
｢
篝
火｣
は
、｢
北
畠
殿｣
と
敬
称
が
付
い
て
い
る
中
院
通
勝
の
次
男
で
、
北
畠
家
を
再
興
し
た
親
顕
で
あ
る
。
そ
し
て
、
北
野
社
関
係
の
書
写
者
の
最
初
で
あ
る
｢
野
分｣
の
能
舜
を
挟
ん
で
、｢
藤
袴｣
は
、｢
水
無
瀬
中
将
殿｣
と
ま
た
敬
称
で
呼
ば
れ
る
水
無
瀬
兼
俊
の
書
写
で
あ
る
。｢
殿｣
と
い
う
敬
称
で
呼
ば
れ
る
の
は
田
中
敬
清
、
北
畠
親
顕
、
水
無
瀬
兼
俊
の
三
人
で
あ
り
、
そ
の
中
の
田
中
敬
清
と
北
畠
親
顕
の
名
前
は
、『
泰
重

記
(
)』
第
二
、
寛
永
元
年
(
一
六
二
四)
九
月
十
四
日
の
条
に
も
見
ら
れ
る
。
(
前
略)
十
三
日
和
哥
会
始
也
、
北
畠
・
白
川
侍
従
・
倉
橋
・
田
中
・
伊
益
・
雄
長
丸
・
予
、
以
上
七
人
也
、
兼
日
月
照
菊
・
寄
月
恋
、
当
座
十
五
首
也
。
ま
た
『
同
記』
第
二
、
寛
永
元
年
(
一
六
二
四)
十
一
月
九
日
の
条
に
も
、
九
日
、
庚
申
、
時
々
雨
降
、
予
月
次
和
哥
会
、
人
数
雄
長
丸
・
北
畠
羽
林
・
小
倉
・
倉
橋
・(
八
幡)
田
中
・
伊
益
・
予
・
又
右
衛
門
、
此
人
数
也
、
懐
紙
三
首
、
時
雨
雲
・
橋
上
霜
・
遠
村
煙
・
当
座
十
首
也
、
予
寄
橋
恋
也
、
初
夜
時
分
中
院
御
出
、
及
深
更
御
帰
宅
也
。
と
い
う
記
事
が
あ
り
、
二
人
が
共
に
歌
会
に
出
座
し
て
い
る
様
子
が
わ
か
る
。
こ
の
二
つ
記
事
に
名
前
が
出
て
い
る
｢
伊
益｣
は
、
こ
の
後
の
｢
幻｣
の
書
写
者
で
も
あ
る
。
ま
た
、
先
に
伊
益
を
取
り
上
げ
た
時
に
引
用
し
た
『
泰
重

記』
に
は
、｢
藤
袴｣
の
書
写
者
水
無
瀬
兼
俊
の
父
、
氏
成
が
和
歌
会
で
北
畠
親
顕
や
伊
益
と
共
に
詠
歌
し
た
と
あ
り
、｢
殿｣
と
い
う
敬
称
で
呼
ば
れ
る
田
中
敬
清
、
北
畠
親
顕
、
水
無
瀬
兼
俊
の
三
人
や
伊
益
は
旧
知
の
間
柄
で
あ
っ
た
い
え
る
。
つ
ま
り
、『
泰
重

記』
の
歌
会
に
参
会
し
て
い
る
人
々
が
書
写
者
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
こ
で
ま
た
石
清
水
関
係
者
で
あ
る
八
幡
久
古
の
｢
真
木
柱｣
、
新
善
法
寺
の
｢
横
笛｣
が
あ
り
、
続
い
て
紹
巴
の
門
人
、
梨
原
宗
順
の
｢
鈴
虫｣
、
中
院
通
勝
の
門
人
で
『
泰
重

記』
に
、
堂
上
の
書
写
者
と
も
交
流
が
見
ら
れ
た
伊
益
の
｢
幻｣
が
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来
る
。
宗
順
と
伊
益
は
、
当
時
の
京
都
の
文
化
人
で
あ
る
。
宇
治
十
帖
へ
の
繋
ぎ
の
巻
で
あ
る
｢
匂
宮｣
と
｢
紅
梅｣
は
、
北
野
社
の
能
通
と
能
円
が
担
当
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
宇
治
十
帖
の
長
巻
三
つ
を
九
州
に
ゆ
か
り
の
あ
る
人
物
が
書
写
し
て
い
る
。
柳
川
藩
の
桜
井
藤
兵
衛
が
｢
東
屋｣
を
書
写
し
て
、
肥
後
常
光
寺
二
世
で
あ
る
智
雄
院
秋
閑
(
日
収)
が
｢
浮
舟｣
を
受
け
持
ち
、
八
代
城
主
の
加
藤
家
に
仕
え
た
宗
因
に
｢
宿
木｣
が
割
り
振
ら
れ
て
い
る
。
以
上
、
岡
本
主
水
を
除
く
全
て
の
書
写
者
と
担
当
巻
を
繋
げ
て
、
全
体
を
通
し
て
見
て
き
た
。
そ
の
書
写
者
を
分
類
す
れ
ば
、
①
里
村
一
族
、
里
村
一
門
と
そ
の
関
係
者
②
堂
上
家
(
北
畠
家
、
水
無
瀬
家
、
中
院
家)
の
関
係
者
③
石
清
水
八
幡
宮
の
関
係
者
④
北
野
天
満
宮
の
関
係
者
⑤
九
州
に
ゆ
か
り
の
あ
る
人
々
⑥
筆
功
(
書
写
の
専
門
家)
の
六
つ
に
分
類
で
き
る
。
そ
の
構
成
を
簡
潔
に
ま
と
め
れ
ば
、
こ
の
書
写
は
里
村
一
族
が
主
幹
で
あ
り
、
そ
れ
を
一
門
が
補
完
し
て
、
連
歌
を
通
し
て
交
流
の
あ
る
堂
上
家
の
人
々
の
参
画
も
得
て
、
石
清
水
社
、
北
野
社
の
関
係
者
と
九
州
に
ゆ
か
り
の
あ
る
人
々
の
協
力
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
と
い
え
る
。
そ
し
て
、
長
巻
は
賀
茂
筆
功
の
岡
本
主
水
が
担
い
、
更
に
、
八
条
宮
智
仁
親
王
の
手
に
よ
る
題
簽
と
い
う
箔
づ
け
を
得
て
、
こ
の
『
源
氏
物
語』
揃
は
完
成
を
み
た
の
で
あ
る
。
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六
、
結
語
洛
北
金
閣
寺
の
住
持
鳳
林
承
章
(
)
が
書
い
た
『
隔

記
(
)』
五
、
寛
永
二
十
年
(
一
六
四
三)
十
一
月
十
一
日
の
条
に
は
、『
源
氏
物
語』
に
関
す
る
記
述
が
あ
る
。
十
一
日
、(
中
略)
不
動
振
舞
前
、
花
坊
被
来
。
自
般
舟
院
、
言
伝
并
源
氏
物
語
書
写
被
相
頼
、
鳥
子
紙
六
冊
被
相
届
也
。
東
福
松
蔭
之
筆
一
枚
、
内
々
依
約
束
、
今
日
自
般
舟
院
、
被
恵
之
也
。
即
花
坊
被
相
届
也
。
後
水
尾
天
皇
に
も
関
係
が
あ
る
般
舟
院
(
)
よ
り
、
鳥
子
紙
や
筆
を
添
え
て
『
源
氏
物
語』
の
書
写
依
頼
が
あ
っ
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
書
写
に
つ
い
て
は
、
少
し
年
月
が
経
過
し
た
正
保
二
年
(
一
六
四
五)
二
月
六
日
の
『
同
記』
の
中
に
も
記
事
が
見
ら
れ
る
。
六
日
、
到
鹿
苑
院
、
勤
半
斎
也
。
招
彦
公
、
斎
相
伴
。
斎
了
、
赴
般
舟
院
也
。
自
般
舟
、
被
頼
、
源
氏
物
語
之
筆
者
之
談
合
故
也
。
金
光
寺
・
明
王
院
依
被
居
般
舟
院
、
而
打
談
。
連
歌
十
句
斗
有
之
。
夕

振
舞
、
喫
濃
茶
、
而
及
黄
昏
也
。
記
主
の
承
章
が
金
閣
寺
か
ら
般
舟
院
に
出
掛
け
て
、
そ
の
般
舟
院
の
依
頼
に
よ
る
『
源
氏
物
語』
の
書
写
者
を
選
考
し
、
そ
の
後
、
連
歌
を
し
た
午
後
の
様
子
が
記
さ
れ
て
い
る
。
源
氏
に
関
し
て
い
え
ば
、
前
の
記
事
に
あ
っ
た
依
頼
か
ら
一
年
以
上
が
経
過
し
て
い
る
の
に
、
実
際
の
書
写
作
業
に
は
掛
か
っ
て
い
な
い
様
子
が
わ
か
る
。
こ
の
記
事
に
見
ら
れ
る
依
頼
や
書
写
者
の
選
考
は
、
こ
の
『
源
氏
物
語』
揃
の
場
合
に
も
当
然
、
行
な
わ
れ
た
と
い
え
る
。
例
え
ば
、『
隔

記』
に
あ
る
般
舟
院
に
相
当
す
る
依
頼
し
た
人
物
は
、
当
然
い
た
は
ず
で
あ
る
が
、
不
明
で
あ
り
謎
と
し
て
残
っ
て
い
る
。
先
に
触
れ
た
書
写
者
の
中
に
、
こ
の
依
頼
主
に
つ
な
が
る
人
物
が
存
在
す
る
可
能
性
も
あ
る
が
、
特
定
で
き
な
か
っ
た
。
こ
の
問
題
を
含
め
、
細
部
と
し
て
は
書
写
者
の
出
自
な
ど
未
解
決
の
点
も
あ
り
、
興
味
は
尽
き
な
い
の
で
あ
る
。
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寛
永
期
に
作
ら
れ
た
黒
漆
塗
り
葵
紋
の
外
箱
(
)
に
入
る
徳
川
家
、
松
平
家
ゆ
か
り
の
こ
の
『
源
氏
物
語』
揃
は
、
江
戸
初
期
の
『
源
氏
物
語』
本
文
を
如
実
に
示
す
と
と
も
に
、
当
時
の
社
会
や
文
化
を
構
想
す
る
の
に
も
、
有
益
な
書
物
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
は
、
尚
、
様
々
な
方
面
か
ら
の
調
査
、
考
察
、
探
究
に
よ
っ
て
、
西
の
桂
離
宮
、
修
学
院
離
宮
、
東
の
日
光
東
照
宮
に
代
表
さ
れ
る
寛
永
文
化
と
、
そ
の
社
会
を
今
日
に
髣
髴
と
さ
せ
る
多
く
の
可
能
性
を
秘
め
て
い
る
逸
品
で
あ
る
と
い
え
る
の
で
あ
る
。
31
翻
刻
凡
例
一
、
翻
刻
に
際
し
て
は
、
原
本
に
忠
実
で
あ
る
こ
と
を
旨
と
し
て
、
仮
名
遣
は
原
本
通
り
と
し
た
が
、
異
体
字
・
略
体
字
は
通
行
の
字
体
に
改
め
た
。
一
、
和
歌
は
改
行
を
し
、
二
字
下
げ
と
し
た
。
一
、
ミ
セ
ケ
チ
は
文
字
の
中
央
に
棒
線
を
付
し
、
訂
正
文
字
は
右
に
記
し
た
。
一
、
本
文
の
傍
書
は
原
本
通
り
と
し
た
。
一
、
補
入
記
号
が
あ
る
場
合
は
該
当
箇
所
に
｢
○｣
を
付
し
、
補
入
文
字
は
右
に
記
し
た
。
一
、
漢
字
の
踊
字
｢

｣
は
、
そ
の
ま
ま
と
し
た
。
一
、
本
文
の
朱
点
は
｢
・｣
で
示
し
た
。
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(
こ
う
は
い)
そ
の
こ
ろ
按
察
大
納
言
と
き
こ
ゆ
る
は
こ
ち
し
の
お
と
ゝ
の
二
郎
な
り
け
り
う
せ
給
に
し
衛
門
督
の
さ
し
つ
き
によイ
わ
ら
は
よ
り
○りや
ら
う


し
う
花
や
か
な
る
こ
ゝ
ろ
は
へ
も
の
し
給
し
人
に
て
な
り
の
ほ
り
給
と
し
月
に
そ
へ
て
ま
い
て
い
と
よ
に
あ
る
か
ひ
あ
り
あ
ら
ま
ほ
し
う
も
て
な
し
御
お
ほ
え
い
と
や
ん
事
な
か
り
け
り
・
北
の
方
ふ
た
り
も
の
し
給
し
を
も
と
よ
り
の
は
な
く
成
給
ひ
て
今
も
の
し
給
は
後
の
お
ほ
き
大
臣
の
御
む
す
め
ま
き
は
し
ら
は
な
れ
か
た
く
し
給
ひ
し
君
を
式
部

宮
に
て
こ
兵
部

の
み
こ
に
あ
１
オ
は
せ
た
て
ま
つ
り
給
へ
り
し
を
み
こ
う
せ
給
ひ
て
後
し
の
ひ
つ
ゝ
か
よ
ひ
給
し
か
と
と
し
月
ふ
れ
は
え
さ
し
も
は
ゝ
か
り
給
は
ぬ
な
め
り
・
み御
こ
は
ここイ
北
の
方
の
御
は
ら
に
も
○女イ
二
人
の
み
そ
お
は
し
け
れ
は
さ
う


し
と
て
神
仏
に
い
の
り
て
い
ま
の
○御
は
ら
に
そ
お
と
こ
き
み
ひ
と
り
ま
う
け
給
へ
る
こ
宮
の
御
か
た
に
女
き
み
ひ
と
所
お
は
す
へ
た
て
わ
か
す
い
つ
れ
を
も
お
な
し
こ
と
お
も
ひ
聞
え
か
は
し
○聞え
給
へ
る
を
を
の


御
か
た
の
人
な
と
は
う
る
は
し
う
も
あ
ら
ぬ
心
は
へ
打
ま
し
り
な
ま
く
ね


し
き
事
も
い
て
く
る
と
き


あ
れ
と
１
ウ
き
○た
の
か
た
い
と
は
れ


し
く
い
ま
め
き
た
る
人
に
て
つ
み
な
く
と
り
な
し
わ
か
御
か
た
さ
ま
に
く
る
し
か
る
へ
き
事
を
も
な
た
ら
か
に
き
ゝ
な
し
お
も
ひ
な
を
し
給
へ
は
聞
に
く
か
ら
て
め
や
す
か
り
け
り
・
き
み
た
ち
お
な
し
ほ
と
に
す
き


お
と
な
ひ
給
ぬ
れ
は
御
も
な
と
き
せ
た
て
ま
つ
り
給
ふ
・
七
け
ん
の
し
ん
て
ん
ひ
ろ
く
お
ほ
き
に
つ
く
り
て
南
お
も
て
に
大
納
言
と
の
ゝのイ
お
ほ
い
き
み
に
し
に
中
の
君
ひ
ん
か
し
に
み
や
の
御
か
た
と
す
ま
せ
た
て
ま
つ
り
給
へ
り
お
ほ
か
た
に
う
ち
お
も
ふ
ほ
と
は
ち
ゝ
み
や
の
２
オ
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お
は
せ
ぬ
心
く
る
し
き
や
う
な
れ
と
こ
な
た
か
な
た
の
御
た
か
ら
も
の
お
ほ
く
な
と
し
て
う
ち


の
き
し
き
あ
り
さ
ま
な
と
こ
ゝ
ろ
に
く
ゝ
け
た
か
く
な
と
し
も
て
な
し
○て
け
は
ひ
あ
ら
ま
ほ
し
くう
お
は
す
・
れ
い
の
○かく
か
し
つ
き
た
ま
ふ
聞
え
あ
り
て
つ
き


に
し
た
か
ひ
つ
ゝ
き
えこえ
給
ふ
人
お
ほ
く
う
ち
春
宮
よ
り
御
け
し
き
あ
れ
はと
内
に
は
中
宮
お
は
し
ま
す
い
か
は
か
り
の
人
か
は
か
の
御
け
は
ひ
に
な
ら
ひ
聞
え
ん
さ
り
と
て
お
も
ひ
お
と
り
ひ
け
せ
ん
も
か
ひ
な
か
る
へ
し
春
宮
に
は
右
○の
大
臣
殿
の
女
御
な
ら
ふ
人
な
け
に
て
２
ウ
さ
ふ
ら
ひ
給
ふ
は
き
し
ろ
ひ
に
く
け
れ
と
さ
の
み
い
ひ
て
や
は
人
に
ま
さ
ら
ん
と
お
も
ふ
女
こ
を
み
や
つ
か
へ
に
お
も
ひ
た
え
て
は
な
に
の
ほ
い
か
は
あ
ら
ん
と
お
ほ
し
た
ち
て
ま
い
ら
せ
た
て
ま
つ
り
給
ふ
十
七
八
の
ほ
と
に
て
う
つ
く
し
う
に
ほ
ひ
お
ほ
か
る
心
ち
し
給
へ
り
・
中
の
き
み
も
う
ち
す
か
ひ
て
あ
て
に
な
ま
め
か
し
う
す
み
た
る
さ
ま
は
ま
さ
り
て
を
か
し
う
お
は
す
め
れ
は
た
ゝ
人
に
て
は
あ
た
ら
し
く
み
せ
ま
う
き
御
さ
ま
を
兵
部

の
み
や
の
さ
も
お
ほ
し
た
ら
は
な
と
お
ほ
し
たな
る
・
こ
の
御
わ
か
き
み
３
オ
を
う
ち
に
て
な
と
見
つ
け
給
ふ
と
き
は
め
し
ま
つと
は
し
た
は
ふ
れ
か
た
き
に
し
給
ふ
こ
ゝ
ろ
は
へ
あ
り
て
お
く
を
し
は
か
ら
る
ゝ
ま
み
ひ
た
い
つ
き
な
り
せ
う
と
を
見
て
の
み
は
え
や
ま
し
と
大
納
言
に
申
せ
よ
○な
と
の
給
ふひ
か
く
る
を
さ
な
ん
と
き
こ
ゆ
れ
は
う
ち
ゑ
み
て
い
と
か
ひ
あ
るり
と
お
ほ
し
た
り
人
に
お
と
ら
ん
み
や
つ
か
へ
よ
り
は
こ
の
み
や
に
こ
そ
は
よ
ろ
し
か
ら
ん
と
お
も
ふ
女
こ
は
見
せ
た
て
ま
つ
ら
ま
ほ
し
け
れ
こ
ゝ
ろ
○の
ゆ
く
に
ま
か
せ
て
か
し
つ
き
○て見
た
て
ま
つ
ら
ん
に
い
の
ち
の
ひ
ぬ
へ
き
み
や
の
御
さ
ま
な
り
と
の
給
３
ウ
な
か
ら
ま
つ
春
宮
の
御
事
を
い
そ
き
給
ふひ
て
か
す
か
の
神
の
御
こ
と
は
り
も
わ
か
よ
に
や
も
し
出
き
て
こ
お
と
ゝ
院
の
女
御
の
御
こ
と
を
む
ね
い
た
く
お
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ほ
し
て
や
み
に
し
な
く
さ
め
の
こ
と
○も
心
あ
ら
な
ん
と
こ
ゝ
ろ
の
う
ち
に
い
の
り
て
ま
い
ら
せ
た
て
ま
つ
り
た
ま
ふ
つ
い
と
ゝ
き
め
き
給
ひ
に
ふ
よ
し
人


聞
ゆ
・
か
ゝ
る
御
ま
し
ら
ひ
の
な
れ
給
は
ぬ
ほ
と
に
は
か


し
き
御
う
し
ろ
み
な
く
て
は
い
か
ゝ
と
て
き
た
の
方
そ
そ
ひ
て
さ
ふ
ら
ひ
給
は
ま
こ
と
に
か
き
り
も
な
く
お
も
ひ
か
し
つ
き
う
し
ろ
み
聞
え
給
ふ
・
と
の
は
つ
れ


４
オ
な
る
こ
ゝ
ち
し
て
に
し
の
御
か
た
は
ひ
と
つ
に
な
ら
ひ
給
て
い
と
さ
う


し
く
な
か
め
給
ふ
ひ
ん
か
し
の
ひ
め
き
み
も
う
と


し
く
か
た
み
に
も
て
な
し
給
は
て
よ
る


は
ひ
と
所
に
御
と
の
こ
も
り
よ
ろ
つ
の
御
事
な
ら
ひ
は
か
な
き
御
あ
そ
ひ
わ
さ
を
も
こ
な
た
を
し
の
や
う
に
お
も
ひ
聞
え
て
そ
誰
も
な
ら
ひ
○
あ
そ
ひ
給
ひ
け
る
・
物
は
ち
を
よ
の
つ
ね
な
ら
す
し
給
ひ
て
は
ゝ
北
の
方
に
た
に
さ
や
か
に
は
お
さ


さ
し
む
か
ひ
た
て
ま
つ
り
給
は
す
か
た
は
な
る
ま
て
も
て
な
し
給
ふ
物
か
ら
こ
ゝ
ろ
は
へ
け
は
ひ
の
む
も
れ
４
ウ
た
る
さ
ま
な
ら
す
あ
ひ
行
つ
き
給
へ
る
こ
と
は
た
人
よ
り
す
く
れ
給
へ
り
・
か
く
う
ち
ま
い
り
や
な
に
や
と
わ
か
か
た
ささ
ま
を
の
み
お
も
ひ
い
そ
く
や
う
な
る
も
心
く
る
し
な
と
お
ほ
し
て
さ
る
へ
か
ら
ん
さ
ま
に
お
ほ
し
さ
た
め
て
の
給
へ
お
な
し
こ
と
ゝ
こ
そ
は
つ
か
う
ま
つ
ら
め
と
は
ゝ
き
み
に
も
聞
え
給
ふひ
け
れ
と
さ
ら
に
さ
や
う
の
よ
つ
き
た
る
さ
ま
お
も
ひ
た
つ
へ
き
に
も
あ
ら
ぬ
け
し
き
な
れ
は
○なか


な
ら
ん
こ
と
は
心
く
る
し
か
る
へ
し
御
す
く
せ
に
ま
か
せ
て
よ
に
あ
ら
ん
か
き
り
は
見
た
て
ま
つ
ら
ん
の
ち
そ
あ
は
れ
に
う
し
ろ
め
た
け
れ
と
世
５
オ
を
そ
む
く
か
た
に
て
も
を
の
つ
か
ら
人
わ
ら
へ
に
あ
は
つ
け
き
事
な
く
て
す
く
し
給
は
な
ん
な
と
う
ち
な
き
て
御
心
は
せ
の
お
も
ふ
や
う
な
る
こ
と
を
そ
き
こ
え
給
・
い
つ
れ
も
い
つ
れ
も
わ
か
す
お
や
か
り
給
へ
と
御
か
た
ち
を
見
は
や
と
ゆ
か
し
う
お
ほ
し
て
か
く
れ
給
ふ
こ
そ
こ
ゝ
ろ
う
け
れ
と
う
ら
み
て
人
し
れ
す
見
え
給
35
ぬ
へ
し
や
と
の
そ
き
あ
り
き
給
へ
と
た
え
て
か
た
そ
は
を
た
に
え
見
た
て
ま
つ
り
給
は
す
・
う
へ
お
は
せ
ぬ
ほ
と
は
○たち
か
は
り
て
ま
い
り
く
へ
き
を
う
と


し
くう
お
ほ
し
わ
く
る
御
け
し
き
な
れ
は
こ
ゝ
ろ
う
く
こ
そ
な
と
聞
え
○て
５
ウ
み
す
の
ま
へ
に
ゐ
給
へ
は
御
い
ら
へ
な
と
ほ
の
か
に
聞
え
給
ふ
御
こ
ゑ
け
は
ひ
な
と
あ
て
に
を
か
し
う
さ
ま
か
た
ち
お
も
ひ
や
ら
れ
て
あ
は
れ
に
お
ほ
ゆ
る
人
の
御
あ
り
さ
ま
な
り
わ
か
御
ひ
め
き
み
た
ち
を
ひ
と
に
お
と
ら
し
と
お
も
ひ
お
こ
れ
と
こ
の
き
み
に
え
し
も
ま
さ
ら
す
や
あ
ら
ん
か
ゝ
れ
は
こ
そ
よ
の
中
の
ひ
ろ
き
う
ち
は
わ
つ
ら
は
し
け
れ
た
く
ひ
あ
ら
し
と
お
も
ふ
に
ままイ
さ
る
か
た
も
を
の
つ
か
ら
あ
り
ぬ
へ
か
め
り
○なと
い
と
ゝ
い
ふ
か
し
う
お
も
ひ
き
こ
え
給
・
月
こ
ろ
な
に
と
な
く
も
の
さ
は
か
し
き
ほ
と
に
御
こ
と
の
ね
６
オ
を
た
に
う
け
た
ま
は
ら
て
ひ
さ
し
う
な
り
侍
に
け
り
に
し
の
か
た
に
侍
る
人
は
○
ひ
わ
を
こ
ゝ
ろ
に
い
れ
て
侍
る
さ
も
ま
ね
ひ
と
り
つ
○く
へ
く
○や
お
ほ
え
侍
ら
ん
な
ま
か
た
ほ
に
し
た
る
に
き
ゝ
に
く
き
物
の
ね
か
ら
な
り
お
な
し
く
は
御
こ
ゝ
ろ
と
ゝ
め
て
を
し
へ
さ
せ
給
へ
お
き
な
は
と
り
た
て
ゝ
な
ら
ふ
も
の
は
へ
ら
侍
ら
さ
り
し
か
と
そ
の
か
み
さ
か
り
な
り
し
よ
に
あ
そ
ひ
侍
し
ち
か
ら
に
や
き
ゝ
し
る
は
か
り
の
わ
き
ま
へ
は
な
に
事
に
も
い
と
つ
き
な
くう
は
侍
ら
さ
り
し
を
う
ち
と
け
て
も
あ
そ
は
さ
れ
ね
と
と
き


う
け
た
ま
は
る
御
ひ
は
の
６
ウ
ね
な
ん
む
か
し
お
ほ
え
侍
る
○故
六
条
院
の
御
つ
た
へ
に
て
右
の
お
と
ゝ
な
ん
こ
の
こ
ろ
よ
に
の
こ
り
給
へ
る
源
中
納
言
兵
部

の
み
や
な
に
事
に
も
む
か
し
の
人
に
お
と
る
ま
し
う
い
と
ち
き
り
こ
と
に
も
の
し
給
ふ
人


に
て
あ
そ
ひ
の
か
た
は
と
り
わ
き
て
こ
ゝ
ろ
と
ゝ
め
給
へ
る
を
て
つ
か
ひ
す
こ
し
な
よ
ひ
た
る
は
ち
を
と
な
と
な
ん
お
と
ゝ
に
は
を
よ
ひ
た
ま
は
す
と
お
も
ふ
給
ふ
る
を
こ
の
御
こ
と
の
ね
こ
そ
い
と
よ
く
お
ほ
え
給
へ
れ
ひ
は
は
を
し
て
し
つ
や
か
な
る
を
世よき
に
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す
る
も
の
な
る
に
ち
う
さ
す
ほ
と
はは
ち
を
と
の
さ
ま
７
オ
か
は
り
て
な
ま
め
か
し
う
き
こ
え
た
る
な
ん
女
の
御
事
に
て
中


を
か
し
か
り
け
る
い
て
あ
そ
は
さ
ん
や
御
こ
と
ま
い
れ
と
の
給
ふ
女
房
な
と
は
か
く
れ
た
て
ま
つ
る
も
お
さ


な
し
い
と
わ
か
き
上
ら
う
た
つ
か
見
え
た
て
ま
つ
ら
し
と
お
も
ふ
は
し
も
こ
ゝ
ろ
に
ま
か
せ
て
ゐ
た
れ
は
さ
ふ
ら
ふ
人
さ
へ
か
く
も
て
な
す
か
や
す
か
ら
ぬ
と
は
ら
た
ち
給
ふ
・
わ
か
き
み
う
ち
へ
ま
い
ら
ん
と
と
の
ゐ
す
か
た
に
て
ま
い
り
給
へ
る
わ
さ
と
う
る
は
し
き
み
つ
ら
よ
り
も
い
と
を
か
し
く
○
見
え
て
い
み
し
う
ゝ
く
う
つ
く
し
と
お
ほ
し
たけ
り
・
れ
い
け
い
て
ん
に
御
こ
と
つ
け
７
ウ
聞
え
給
ふ
ゆ
つ
り
き
こ
え
て
今
夜
も
え
ま
い
る
ま
し
く
な
や
ま
し
く
な
ん
と
き
こ
え
よ
と
の
給
ひ
て
ふ
え
す
こ
し
つ
か
う
ま
つ
れ
と
も
す
れ
は
御
前
の
御
あ
そ
ひ
に
め
し
出
ら
る
ゝ
か
た
は
ら
い
た
し
や
○また
い
と
わ
か
き
ふ
え
を
と
打
ゑ
み
て
そ
う
て
う
ふ
か
せ
給
ふ
い
と
を
か
し
う
ふ
い
給
へ
は
け
し
う
は
あ
ら
す
な
り
行
は
こ
の
わ
た
り
に
て
を
の
つ
か
ら
も
の
に
あ
は
す
る
け
な
り
な
を
か
き
あ
は
せ
○させ
給
へ
と
せ
め
き
こ
え
給
へ
は
く
る
し
と
お
ほ
し
た
る
け
し
き
な
か
ら
つ
ま
ひ
き
に
い
と
よ
く
あ
は
せ
て
た
ゝ
す
こ
し
かひかイ
き
な
ら
ひ
給
８
オ
か
は
ふ
え
ふ
つ
ゝ
か
に
な
れ
た
る
こ
ゑ
し
て
こ
の
ひ
ん
か
し
の
つ
ま
に
の
き
ち
か
き
こ
う
は
い
の
い
と
お
も
し
ろ
く
に
ほ
ひ
た
る
を
見
給
ひ
て
お
ま
へ
の
花
こ
ゝ
ろ
は
へ
あ
り
て
見
ゆ
め
り
兵
部

の
み
や
う
ち
に
お
は
す
な
り
ひ
と
え
た
お
り
て
ま
い
れ
し
る
人
そ
し
る
と
て
あ
は
れ
ひ
か
る
け
ん
し
と
い
は
ゆ
る
御
さ
か
り
の
大
将
な
と
に
お
は
せ
し
こ
ろ
わ
ら
は
に
て
か
や
う
に
て
ま
し
ら
ひ
な
れ
き
こ
え
し
こ
そ
よ
と
ゝ
も
に
こ
ひ
し
う
侍
れ
こ
の
み
や
た
ち
を
世
人
も
い
と
こ
と
に
思
ひ
き
こ
え
け
に
人
に
め
て
ら
れ
ん
と
とな
り
給
へ
る
御
あ
り
さ
ま
な
８
ウ
れ
と
は
し
か
は
し
に
も
お
ほ
え
た
ま
は
ぬ
は
な
を
た
く
ひ
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あ
ら
し
と
お
も
ひ
聞
え
し
心
の
な
し
に
や
あ
り
け
ん
お
ほ
か
た
に
て
お
も
ひ
出
た
て
ま
つ
る
に
む
ね
あ
く
よ
な
く
か
な
し
き
を
け
ち
か
き
人
の
を
く
れ
た
て
ま
つ
り
て
い
き
め
く
ら
う
は
お
ほ
ろ
け
の
い
の
ち
な
か
さ
な
ら
し
か
し
と
こ
そ
お
ほ
え
侍
れ
な
と
聞
え
て
出
給
ひ
て
も
の
あ
は
れ
に
す
こ
く
お
も
ひ
め
く
ら
し
し
ほ
れ
給
ふ
つ
い
て
○の
し
の
ひ
か
た
き
に
や
花
○を
お
ら
せ
て
い
そ
き
ま
い
ら
せ
給
・
い
か
ゝ
お
は
せ
ん
む
か
し
の
こ
ひ
し
き
御
か
た
見
に
は
こ
の
宮
は
か
り
こ
そ
は
ほ
と
け
９
オ
の
か
く
れ
給
ひ
に
け
ん
御
な
こ
り
に
は
あ
な
ん
か
ひ
か
り
は
な
ち
け
ん
を
ふ
た
ゝ
ひ
い
て
給
へ
る
か
と
う
た
か
ふ
さ
か
し
き
ひ
し
り
の
あ
り
け
る
を
や
み
に
ま
と
ふ
は
る
け
と
こ
ろ
に
き
こ
え
を
か
さ
ん
か
し
と
て
心
あ
り
て
か
せ
の
に
ほ
は
す
そ
の
ゝ
む
め
に
ま
つ
う
く
ひ
す
の
と
は
す
や
あ
る
へ
き
と
く
れ
な
ゐ
の
か
み
に
わ
か
や
○か
きに
か
き
て
こ
の
き
み
の
ふ
と
こ
ろ
か
み
に
と
り
ま
せ
を
し
た
ゝ
み
て
い
た
し
た
て
給
ふ
を
お
さ
な
き
心
に
い
と
な
れ
き
こ
え
ま
ほ
し
と
お
も
へ
は
い
そ
き
ま
い
り
給
ひ
ぬ
中
宮
の
う
へ
の
御
つ
ほ
ね
９
ウ
よ
り
御
と
の
ゐ
所
に
い
て
た
ま
ふ
ほ
と
な
り
殿
上
人
あ
ま
た
御
を
く
り
に
ま
い
る
中
に
見
つ
け
給
ひ
て
き
の
ふ
は
な
と
い
と
と
く
は
ま
か
て
に
し
い
つ
ま
い
り
つ
る
そ
な
と
の
給
ふ
と
く
ま
か
り
い
て
侍
○に
し
く
や
し
さ
に
ま
た
う
ち
に
お
は
し
ま
すす
と
人
の
申
つ
れ
は
い
そ
き
ま
い
り
つ
る
や
と
お
さ
な
け
な
る
も
の
か
ら
な
れ
聞
ゆ
打
な
ら
ひ
て
う
ち
な
ら
て
心
や
す
き
と
こ
ろ
に
も
と
き


は
あ
そ
へ
か
し
わ
か
き
人
と
も
の
そ
こ
は
○か
と
な
く
あ
つ
ま
る
と
こ
ろ
そ
と
の
給
ふ
こ
の
き
み
め
し
は
な
ち
て
か
た
ら
ひ
給
へ
は
人
々
は
ち
か
うく
も
ま
い
ら
す
ま
か
て
10
オ
○ちり
な
と
し
て
し
め
や
か
に
な
り
ぬ
れ
は
春
宮
に
○は
い
と
ま
す
こ
し
ゆ
る
さ
れ
○に
た
め
り
な
い
と
し
け
う
お
○も
ほ
し
ま
と
は
す
め
り
し
を
と
き
と
ら
れ
て
人
わ
ろ
か
め
り
と
の
給
へ
は
ま
つ
は
さ
せ
給
へ
り
し
こ
そ
く
る
し
か
り
し
か
38
お
ま
へ
に
は
し
も
と
き
こ
え
さ
し
て
ゐ
た
れ
は
・
我
を
は
人
け
な
し
と
お
も
ひ
は
な
れ
た
る
と
な
こ
と
は
り
也
さ
れ
と
や
す
か
ら
す
こ
そ
・
ふ
る
め
か
し
き
お
な
し
す
ち
に
て
ひ
ん
か
し
と
き
こ
ゆ
な
る
は
あ
ひ
お
も
ひ
給
ひ
て
ん
や
と
し
の
ひ
て
か
た
ら
ひ
聞
え
○よ
な
と
の
た
ま
ふ
つ
い
て
に
こ
の
花
を
た
て
ま
つ
れ
は
10
ウ
う
ち
ゑ
み
て
う
ら
み
て
の
ち
な
ら
ま
し
か
は
と
て
打
も
を
か
す
御
ら
ん
す
え
た
の
さ
ま
○は
花
ふ
さ
○いろ
も
か
も
よ
の
つ
ね
な
ら
す
そ
の
に
に
ほ
へ
る
く
れ
な
ゐ
の
い
ろ
に
と
ら
れ
て
か
な
ん
し
ろ
き
む
め
に
は
お
と
れ
る
と
い
ふ
め
る
を
い
と
か
し
こ
く
と
り
な
ら
へ
て
も
さ
き
け
る
か
な
と
て
御
心
と
ゝ
め
給
ふへる
花
な
れ
は
か
ひ
あ
り
て
も
て
は
や
し
給
・
今
夜
は
と
の
ゐ
な
め
り
や
か
て
こ
な
た
に
を
と
をめ
し
こ
め
つ
れ
は
春
宮
に
も
え
ま
い
ら
す
花
も
は
つ
か
し
く
お
も
ひ
ぬ
へ
く
か
う
は
し
く
て
け
ち
か
く
ふ
せ
給
へ
る
を
わ
か
き
心
ち
に
は
た
く
11
オ
ひ
な
く
う
れ
し
く
な
つ
か
し
う
お
も
ひ
聞
ゆ
こ
の
花
の
あ
る
し
は
な
と
春
宮
に
は
う
つ
ろ
ひ
給
は
さ
り
し
・
し
ら
す
心
し
ら
ん
人
に
な
と
こ
そ
聞
侍
し
か
な
と
か
た
り
き
こ
ゆ
・
大
納
言
の
御
心
は
へ
は
わ
か
方
さ
ま
に
お
も
ふ
へ
か
め
れ
と
聞
あ
は
せ
給
へ
と
お
も
ふ
心
は
こ
と
に
し
み
ぬ
れ
は
こ
の
返
事
け
さ
や
か
に
も
の
給
ひ
や
ら
す
つ
と
め
て
こ
の
き
み
の
ま
か
つ
る
に
な
を
さ
り
な
る
や
う
に
て
は
な
の
か
に
さ
そ
は
れ
ぬ
へ
き
身
な
り
せ
は
風
の
た
よ
り
を
す
く
さ
ま
し
や
は
・
さ
て
な
を
い
ま
は
お
き
な
11
ウ
と
も
に
さ
か
し
ら
せ
さ
せ
て
し
の
ひ
や
か
に
と
か
へ
す
返
す
の
給
ひ
て
・
こ
の
き
み
も
ひ
ん
か
し
の
を
は
や
ん
事
な
く
む
つ
ま
し
う
お
も
ひ
ま
し
た
り
中


こ
と
か
た
の
ひ
め
き
み
は
見
え
給
ひ
な
と
し
て
れ
い
の
は
ら
か
ら
の
さ
ま
な
れ
と
わ
ら
は
こ
ゝ
ち
に
い
と
お
も
り
か
に
あ
ら
ま
ほ
し
う
お
は
す
る
心
は
へ
を
か
ひ
あ
る
さ
ま
に
て
見
た
て
ま
つ
ら
は
や
と
お
も
ひ
あ
り
く
に
春
宮
39
の
御
か
た
の
い
と
は
な
や
か
に
も
て
な
し
給
ふ
に
つ
け
て
お
な
し
事
と
は
お
も
ひ
な
か
ら
い
と
あ
か
す
く
ち
お
し
け
れ
は
こ
の
み
や
を
た
に
け
ち
か
く
て
見
た
て
ま
つ
ら
12
オ
は
や
と
お
も
ひ
あ
り
く
に
う
れ
し
き
は
な
の
つ
い
て
な
り
・
こ
れ
は
き
の
ふ
の
御
返
な
れ
は
見
せ
た
て
ま
つ
る
ね
た
け
に
も
の
給
へ
る
か
な
あ
ま
り
す
き
た
る
方
に
す
ゝ
み
給
へ
る
を
ゆ
る
し
き
こ
え
す
と
き
ゝ
給
ひ
て
右
の
大
臣
わ
れ
ら
か
見
た
て
ま
つ
る
に
は
い
と
物
ま
め
や
か
に
御
こ
ゝ
ろ
お
さ
め
給
ふ
こ
そ
を
か
し
け
れ
あ
た
人
と
せ
ん
に
た
ら
ひ
給
へ
る
御
さ
ま
を
し
ゐ
て
ま
め
た
ち
た
ま
は
ん
も
見
と
こ
ろ
す
く
な
く
や
な
ら
ま
し
な
と
し
り
う
こ
ち
て
け
ふ
も
ま
い
ら
せ
給
ふ
に
又
12
ウ
も
と
つ
か
のに
に
ほ
へ
る
き
み
か
そ
て
ふ
れ
は
花
も
え
な
ら
ぬ
な
を
や
ち
ら
さ
ん
と
す
き


し
や
あ
な
か
し
こ
と
・
ま
め
や
か
に
き
こ
え
た
ま
へ
り
・
ま
こ
と
に
い
ひ
な
さらイ
ん
と
お
も
ふ
と
こ
ろ
あ
る
に
や
と
さ
す
か
に
御
こ
ゝ
ろ
と
き
め
き
し
た
ま
ひ
て
は
な
の
か
を
に
ほ
は
す
や
と
に
と
め
ゆ
か
は
い
ろ
に
め
つ
と
や
人
の
と
か
め
ん
な
と
な
を
こ
ゝ
ろ
と
け
す
い
ら
へ
た
ま
へ
る
を
こ
ゝ
ろ
や
ま
し
と
お
も
ひ
ゐ
た
ま
へ
り
・
き
た
の
か
た
ま
か
て
た
ま
ひ
て
う
ち
わ
13
オ
た
り
の
事
の
給
ふ
つ
い
て
に
わ
か
き
み
の
ひ
と
よ
の
と
の
ゐ
し
て
ま
か
り
い
て
た
り
し
に
ほ
ひ
の
い
と
を
か
し
か
り
し
を
人
は
な
を
と
お
も
ひ
し
を
宮
の
い
と
お
○も
ほ
し
よ
り
て
兵
部

の
み
や
に
ち
か
つ
き
き
こ
え
に
け
り
む
へ
わ
れ
ををイ
は
す
さ
め
た
り
と
け
し
き
と
り
え
ん
し
た
ま
○へり
ひ
し
こ
そ
を
か
し
か
り
し
か
こ
ゝ
に
御
せ
う
そ
こ
や
あ
り
し
さ
も
見
え
さ
り
し
を
と
の
給
へ
は
・
さ
か
し
む
め
の
は
な
め
て
給
ふ
き
み
な
れ
は
あ
な
た
の
つ
ま
の
こ
う
は
い
い
と
さ
か
り
になり
見
え
し
を
た
ゝ
な
ら
て
お
り
て
た
て
ま
つ
れ
40
13
ウ
た
り
し
な
り
う
つ
り
か
は
け
に
こ
そ
こ
ゝ
ろ
こ
と
な
れ
は
な
ま
し
ら
ひ
し
た
ま
は
ん
を
ん
な
な
と
は
さ
は
え
し
つ
め
ぬ
か
な
源
中
納
言
は
か
う
さ
ま
に
こ
の
ま
し
う
は
あ
ら
て
た
き
に
ほ
は
さ
て
人
か
ら
こ
そ
よ
に
な
け
れ
あ
や
し
う
さ
き
の
世
の
ち
き
り
は
い
か
な
り
け
る
む
く
ひ
に
か
と
ゆ
か
し
き
事
に
こ
そ
あ
れ
お
な
し
は
な
の
な
ゝ
れ
と
む
め
は
お
ひ
い
て
け
ん
ね
こ
そ
あ
は
れ
な
れ
こ
の
み
や
な
と
の
め
て
た
ま
ふ
さ
る
こ
と
そ
か
し
な
と
は
な
に
よ
そ
へ
て
も
ま
つ
か
け
き
こ
え
た
ま
ふ
・
み
や
の
御
か
た
は
14
オ
も
の
お
ほ
し
し
る
ほ
と
に
ね
ひ
ま
さ
り
た
ま
へ
れ
は
な
に
事
も
見
し
り
き
ゝ
と
ゝ
め
た
ま
は
ぬ
に
は
あ
ら
ね
と
人
に
見
え
よ
つ
き
た
ら
ん
あ
り
さ
ま
は
さ
ら
に
とも
お
ほ
し
は
な
れ
た
り
世
の
人
も
と
き
に
よ
る
こ
ゝ
ろ
あ
り
て
に
や
さ
し
む
か
ひ
た
る
御
か
た


に
は
こ
ゝ
ろ
を
つ
く
し
き
こ
え
わ
ひ
い
ま
め
か
し
き
事
お
ほ
か
れ
と
こ
な
た
は
よ
ろ
つ
に
つ
け
も
の
し
め
や
か
に
ひ
き
い
り
給
へ
る
を
宮
は
御
ふ
さ
い
の
か
た
に
き
ゝ
つ
た
へ
た
ま
ひ
て
ふ
か
う
い
か
て
と
お
○も
ほ
し
な
り
に
け
り
・
わ
か
き
み
を
14
ウ
つ
ね
に
ま
つ
は
し
よ
せ
た
ま
ひ
つ
ゝ
し
の
ひ
や
か
に
御
ふ
み
あ
れ
と
大
納
言
の
き
み
ふ
か
く
こ
ゝ
ろ
か
け
き
こ
え
給
ひ
て
○さも
お
も
ひ
た
ち
て
の
給
ふ
事
あ
ら
は
と
け
し
き
と
り
こ
ゝ
ろ
ま
う
け
し
た
ま
ふ
を
見
る
に
い
と
お
し
う
ひ
き
た
か
へ
て
か
う
お
も
ひ
よ
る
へ
う
も
あ
ら
ぬ
か
た
に
し
も
な
け
の
こ
と
の
は
を
つ
く
し
給
ふ
か
ひ
な
け
な
る
事
と
き
た
の
か
た
も
お
ほ
し
の
た
ま
ふ
・
は
か
な
き
御
か
へ
り
な
と
も
な
け
れ
は
ま
け
し
の
御
こ
ゝ
ろ
そ
ひ
て
お
も
ほ
し
や
む
へ
く
も
あ
ら
す
・
な
に
か
は
15
オ
人
の
御
あ
り
さ
ま
な
と
か
は
さ
て
も
見
た
て
ま
つ
ら
ま
ほ
し
う
お
ひ
さ
き
と
を
く
な
と
はは
み
え
41
さ
せ
た
ま
ふ
に
な
と
き
た
の
か
た
お
も
ほ
し
よ
る
と
き


あ
れ
と
い
と
い
た
う
い
ろ
め
き
た
ま
ひ
て
か
よ
ひ
た
ま
ふ
し
の
ひ
と
こ
ろ
お
ほ
く
八
の
み
や
の
ひ
め
き
み
に
も
御
こ
ゝ
ろ
さ
し
の
あ
さ
か
ら
て
い
と
し
け
う
ま
うか
て
あ
り
き
た
ま
ふ
た
の
も
し
け
な
き
御
こ
ゝ
ろ
の
あ
た


し
さ
な
と
も
い
と
ゝ
つ
ゝ
ま
し
け
れ
は
ま
め
や
か
に
は
お
も
ほ
し
た
え
た
る
を
か
た
し
け
な
き
は
か
り
に
15
ウ
し
の
ひ
て
は
ゝ
き
み
そ
た
ま
さ
か
に
さ
か
し
ら
か
り
き
こ
え
給
16
オ
42
(
夢
の
う
き
橋)
山
に
お
は
し
て
れ
い
せ
さ
せ
給
や
う
に
経
仏
な
と
く
や
う
せ
さ
せ
た
ま
ふ
又
の
日
は
よ
か
は
に
お
は
し
た
れ
は
僧
都
お
と
ろ
き
か
し
こ
ま
り
き
こ
え
給
・
年
こ
ろ
御
い
の
り
な
と
つ
け
か
た
ら
ひ
給
け
れ
と
こ
と
に
い
と
む
つ
ま
し
き
こ
と
は
な
か
り
け
る
を
こ
の
た
ひ
一
品
の
宮
の
御
心
ち
の
ほ
と
に
さ
ふ
ら
ひ
給
へ
る
に
す
く
れ
た
ま
へ
る
け
ん
も
の
し
給
け
り
と
見
給
て
よ
り
こ
よ
な
う
た
う
と
ひ
給
て
い
ま
す
こ
し
ふ
か
き
ち
き
り
く
は
へ
給
て
け
れ
は
を
も


し
う
お
は
す
る
と
の
ゝ
か
く
わ
さ
と
お
は
し
た
る
１
オ
こ
と
ゝ
も
て
さ
は
き
聞
え
給
ふ
御
物
か
た
り
な
と
こ
ま
や
か
に
し
て
お
は
す
れ
は
御
ゆ
つ
け
な
と
ま
い
り
給
す
こ
し
人
々
し
つ
ま
り
ぬ
る
に
を
の
ゝ
わ
た
り
に
し
り
給
へ
る
や
と
り
や
侍
る
と
ゝ
ひ
給
へ
は
し
か
侍
り
い
と
こ
と
や
う
な
る
所
に
な
ん
な
に
か
し
か
は
ゝ
な
る
く
ち
あ
ま
○のイ
侍
を
京
に
は
か


し
き
す
み
か
も
侍
ら
ぬ
う
ち
に
か
く
て
こ
も
り
侍
る
あ
ひ
た
は
夜
中
あ
か
つ
き
に
も
あ
ひ
と
ふ
ら
は
ん
と
思
給
へ
を
き
て
侍
る
な
と
申
給
・
そ
の
わ
た
り
に
は
た
ゝ
ち
か
き
こ
ろ
ほ
ひ
ま
て
人
お
ほ
く
す
み
侍
け
る
を
い
ま
は
１
ウ
い
と
か
す
か
に
こ
そ
成
ゆ
く
め
れ
な
と
の
給
て
い
ま
す
こ
し
ち
か
う
ゐ
よ
り
て
忍
や
か
に
い
と
う
き
た
る
こ
ゝ
ち
も
の
し
侍
り
又
た
つ
ね
聞
え
ん
に
つ
け
て
も
い
か
な
り
け
る
こ
と
に
か
と
心
得
す
お
ほ
さ
れ
ぬ
へ
き
に
か
た


は
ゝ
か
ら
れ
侍
れ
と
か
の
山
里
に
し
る
へ
き
人
の
か
く
ろ
へ
て
侍
る
や
う
に
き
ゝ
侍
し
を
た
し
か
に
て
こ
そ
は
い
か
な
る
さ
ま
に
て
な
と
○も
も
ら
し
き
こ
え
め
な
と
思
給
ふ
る
ほ
と
に
御
て
し
に
成
て
い
む
こ
と
な
と
さ
つ
け
給
て
け
り
と
き
ゝ
侍
は
ま
こ
と
か
ま
た
と
し
も
わ
か
く
お
や
な
と
も
あ
り
し
人
な
れ
は
２
オ
43
こ
ゝ
に
う
し
な
ひ
た
る
や
う
に
か
こ
と
か
く
る
人
な
ん
侍
る
を
な
と
の
給
僧
都
さ
れ
は
よ
た
ゝ
人
と
見
え
さ
り
し
人
の
さ
ま
そ
か
し
か
く
ま
て
の
た
ま
ふ
は
か
ろ


し
く
は
お
ほ
さ
れ
さ
り
け
る
人
に
こ
そ
あ
め
れ
と
お
も
ふ
に
ほ
う
し
と
い
ひ
な
か
ら
心
も
な
く
た
ち
ま
ち
に
か
た
ち
を
や
つ
し
○てイ
け
る
こ
と
ゝ
む
ね
つ
ふ
れ
て
い
ら
へ
聞
え
ん
や
う
思
ま
は
さ
る
た
し
か
に
き
ゝ
給
へ
る
に
こ
そ
あ
め
れ
か
は
か
り
心
得
給
て
う
か
ゝ
ひ
た
つ
ね
た
ま
は
ん
に
か
く
れ
あ
る
へ
き
こ
と
に
も
あ
ら
す
中
々
あ
ら
か
ひ
か
く
さ
ん
に
あ
ひ
な
か
る
へ
し
な
と
ゝ
は
か
り
２
ウ
お
も
ひ
え
て
・
い
か
な
る
こ
と
に
か
侍
け
ん
こ
の
月
こ
ろ
う
ち


に
あ
や
し
み
思
給
ふ
る
人
の
御
こ
と
に
や
と
て
か
し
こ
に
侍
る
あ
ま
と
も
の
は
つ
せ
に
願
侍
て
ま
う
て
ゝ
侍
り
け
る
道
に
う
ち
の
院
と
い
ふ
所
に
と
ゝ
ま
り
て
侍
け
る
に
は
ゝ
の
あ
ま
の
ら
う
け
に
は
か
に
お
こ
り
て
い
た
く
な
ん
わ
つ
ら
ふ
と
つ
け
に
人
の
ま
う
て
き
た
り
し
か
は
ま
か
り
む
か
ひ
た
り
し
に
ま
つ
あ
や
し
き
こ
と
な
ん
と
さ
ゝ
め
き
て
お
や
の
し
に
か
へ
る
を
は
さ
し
を
き
て
も
て
○もて
あ
つ
か
ひ
な
け
き
て
な
ん
侍
し
こ
の
人
も
な
く
な
り
給
へ
る
さ
ま
な
か
ら
さ
す
か
に
３
オ
い
き
は
か
よ
ひ
て
お
は
し
け
れ
は
む
か
し
物
か
た
り
に
た
ま
と
の
に
を
き
た
り
け
ん
人
の
た
と
ひ
を
思
出
て
さ
や
う
な
る
こ
と
に
や
と
め
つ
ら
し
か
り
侍
て
て
し
は
ら
の
な
か
に
け
ん
あ
る
も
の
と
も
を
よ
ひ
よ
せ
つ
ゝ
か
は
り


に
か
ち
せ
さ
せ
な
と
な
ん
し
侍
け
る
な
に
か
し
は
お
し
む
へ
き
よ
は
ひ
な
ら
ね
と
は
ゝ
の
た
ひ
の
空
に
て
や
ま
ひ
お
も
き
を
た
す
け
て
念
仏
を
も
心
み
た
れ
す
せ
さ
せ
ん
と
仏
を
ね
ん
し
奉
り
お
も
ふ
給
へ
し
ほ
と
に
そ
の
人
の
有
さ
ま
く
は
し
く
も
み
給
へ
す
な
ん
侍
し
こ
と
の
３
ウ
心
を
し
は
か
り
お
も
ふ
給
へ
る
に
て
ん
く
○う
こ
た
ま
な
と
や
う
の
も
の
ゝ
あ
さ
む
き
出
奉
り
た
り
け
る
に
や
と
な
ん
う
け
た
ま
は
り
し
た
す
け
て
京
に
ゐ
て
44
た
て
ま
つ
り
て
の
ち
も
三
月
は
か
り
は
な
き
人
に
て
な
ん
も
の
し
給
け
る
を
な
に
か
し
か
い
も
う
と
故
衛
門
督
の
北
の
か
た
に
て
侍
し
か
あ
ま
に
な
り
て
侍
る
な
ん
ひ
と
り
も
ち
て
侍
し
女
子
を
う
し
な
ひ
て
の
ち
月
日
は
お
ほ
く
へ
た
て
侍
し
か
と
か
な
し
ひ
た
え
す
な
け
き
思
給
へ
侍
る
に
お
な
し
年
の
ほ
と
ゝ
み
ゆ
る
人
の
か
く
か
た
ち
い
と
う
る
は
し
く
４
オ
き
よ
ら
な
る
を
み
出
奉
り
て
観
音
の
た
ま
へ
る
と
よ
ろ
こ
ひ
思
て
こ
の
人
い
た
つ
ら
に
な
し
奉
ら
し
と
ま
と
ひ
い
ら
れ
て
な
く


い
み
し
き
こ
と
ゝ
も
を
申
さ
れ
し
か
は
の
ち
に
な
ん
か
の
さ
か
も
と
に
み
つ
か
ら
お
り
侍
て
こ
し
ん
な
と
つ
か
ふ
ま
つ
り
し
に
や
う


い
き
い
て
ゝ
人
と
成
給
へ
り
け
れ
と
な
を
こ
の
ら
う
し
た
り
け
る
も
の
ゝ
身
に
は
な
れ
ぬ
心
ち
な
ん
す
る
こ
の
あ
し
き
も
の
ゝ
さ
ま
た
け
を
の
か
れ
て
の
ち
の
世
を
お
も
は
ん
な
と
か
な
し
け
に
の
給
こ
と
ゝ
も
の
侍
し
か
は
ほ
う
し
に
て
は
す
ゝ
め
も
申
とつ
へ
き
こ
と
に
こ
そ
は
４
ウ
と
て
ま
こ
と
に
す
け
せ
し
め
た
て
ま
つ
り
て
し
に
侍
る
さ
ら
に
し
ろ
し
め
す
へ
き
こ
と
ゝ
は
い
か
て
か
は
空
に
さ
と
り
侍
ら
ん
め
つ
ら
し
き
こ
と
の
さ
ま
に
も
あ
る
を
世
か
た
り
に
も
し
侍
ぬ
へ
か
り
し
か
と
聞
え
有
て
わ
つ
ら
は
し
か
る
へ
き
こ
と
に
も
こ
そ
と
こ
の
老
人
と
も
の
と
か
く
申
て
こ
の
月
こ
ろ
を
と
な
く
て
侍
つ
る
に
な
ん
と
申
給
へ
は
・
さ
て
こ
そ
あ
な
れ
と
ほ
の
き
ゝ
て
か
く
ま
て
も
と
ひ
出
給
へ
る
こ
と
な
れ
と
む
け
に
な
き
人
と
思
は
て
に
し
人
を
さ
は
ま
こ
と
に
あ
る
に
こ
そ
は
と
お
ほ
す
ほ
と
夢
の
心
ち
し
て
５
オ
あ
さ
ま
し
け
れ
は
つ
ゝ
み
も
あ
へ
す
涙
く
ま
れ
た
ま
ひ
ぬ
る
を
僧
都
の
は
つ
か
し
け
な
る
に
か
く
ま
て
み
ゆ
へ
き
こ
と
か
は
と
お
も
ひ
か
へ
し
て
つ
れ
な
く
も
て
な
し
給
へ
と
か
く
お
ほ
し
け
る
こ
と
を
こ
の
世
に
は
な
き
人
と
お
な
し
や
う
に
な
し
た
る
こ
と
ゝ
あ
や
ま
ち
し
た
る
こ
ゝ
ち
し
て
つ
み
ふ
か
け
れ
は
あ
し
き
も
の
に
45
ら
う
せ
ら
れ
給
け
ん
も
さ
る
へ
き
さ
き
の
世
の
ち
き
り
な
り
お
も
ふ
に
た
か
き
家
の
こ
に
こ
そ
物
し
給
け
め
い
か
な
る
あ
や
ま
り
に
て
か
く
ま
て
は
ふ
れ
給
け
ん
に
か
と
と
ひ
申
給
へ
は
・
な
ま
わ
か
ん
と
を
り
な
と
５
ウ
い
ふ
へ
き
す
ち
に
や
有
け
ん
こ
ゝ
に
も
も
と
よ
り
わ
さ
と
思
し
こ
と
に
も
侍
ら
す
物
は
か
な
く
て
み
つ
け
そ
め
て
侍
し
か
と
又
い
と
か
く
ま
て
お
ち
あ
ふ
る
へ
き
ゝ
は
と
は
お
も
ふ
給
へ
さ
り
し
を
め
つ
ら
か
に
あ
と
も
な
く
き
え
う
せ
に
し
か
は
身
を
な
け
た
る
に
や
な
と
さ
ま


に
う
た
か
ひ
お
ほ
く
て
た
し
か
な
る
こ
と
は
え
き
ゝ
侍
ら
さ
り
つ
る
に
な
ん
つ
み
か
ろ
め
て
物
す
な
れ
は
い
と
心
や
す
く
な
ん
み
つ
か
ら
は
お
も
ふ
給
へ
成
ぬ
る
を
は
ゝ
な
る
人
な
ん
い
み
し
く
こ
ひ
か
な
し
ふ
な
る
を
か
く
な
ん
き
ゝ
出
た
る
と
つ
け
し
ら
せ
ま
ほ
し
く
侍
れ
と
月
こ
ろ
か
く
６
オ
さ
せ
給
け
る
ほ
い
た
か
ふ
や
う
に
物
さ
は
か
し
く
や
侍
ら
ん
を
や
こ
の
中
の
思
た
え
す
か
な
し
ひ
に
た
へ
て
と
ふ
ら
ひ
も
の
し
な
と
し
侍
な
ん
か
し
な
と
の
給
て
さ
て
い
と
ひ
ん
な
き
し
る
へ
と
は
お
ほ
す
と
も
か
の
さ
か
も
と
に
お
り
給
へ
か
は
か
り
き
ゝ
て
な
の
め
に
思
す
く
す
へ
く
は
お
も
ひ
侍
ら
さ
り
し
人
な
る
を
ゆ
め
の
や
う
な
る
こ
と
ゝ
も
ゝ
い
ま
た
に
か
た
り
あ
は
せ
ん
と
な
ん
思
給
ふ
る
と
の
給
け
し
き
い
と
哀
と
お
も
ふ
給
へ
れ
は
・
か
た
ち
を
か
へ
世
を
そ
む
き
に
き
と
覚
え
た
れ
と
か
み
ひ
け
を
そ
り
た
る
ほ
う
し
た
に
あ
や
し
き
心
は
う
せ
ぬ
も
あ
○なイ
り
ま
し
６
ウ
て
女
の
御
身
は
い
か
ゝ
あ
ら
ん
い
と
お
し
う
つ
み
え
ぬ
へ
き
わ
さ
に
も
あ
る
へ
き
か
な
と
あ
ち
き
な
く
心
み
た
れ
ぬ
ま
か
り
お
り
ん
こ
と
け
ふ
あ
す
は
さ
は
り
侍
り
月
た
ち
て
の
ほ
と
に
御
せ
う
そ
こ
を
申
さ
せ
侍
ら
ん
と
申
給
・
い
と
心
も
と
な
け
れ
と
な
を


と
う
ち
つ
け
に
い
ら
れ
ん
も
さ
ま
あ
し
け
れ
は
さ
ら
は
と
て
帰
給
ふ
か
の
御
せ
う
と
の
わ
ら
は
御
と
も
に
ゐ
て
お
は
し
た
り
け
り
こ
と
は
ら
か
ら
と
も
よ
り
は
か
た
ち
も
き
よ
け
な
る
を
よ
ひ
出
給
て
こ
れ
な
ん
そ
の
人
の
ち
か
き
ゆ
か
り
な
る
を
こ
れ
を
か
つ


46
も
の
せ
ん
御
文
一
く
た
り
給
へ
そ
の
人
と
は
な
く
て
た
ゝ
７
オ
尋
き
こ
ゆ
る
人
な
ん
あ
る
と
は
か
り
の
心
を
し
ら
せ
給
へ
と
の
給
へ
は
・
な
に
か
し
こ
の
し
る
へ
に
て
か
な
ら
す
つ
み
え
侍
な
ん
こ
と
の
有
さ
ま
は
く
は
し
く
と
り
申
つ
い
ま
は
た
ゝ
御
み
つ
か
ら
た
ち
よ
ら
せ
給
て
あ
る
へ
か
ら
ん
こ
と
は
も
の
せ
さ
せ
給
は
ん
に
な
に
の
と
か
ゝ
侍
ら
ん
と
申
給
へ
は
・
う
ち
わ
ら
ひ
給
て
つ
み
え
ぬ
へ
き
し
る
へ
と
思
な
し
給
ふ
ら
ん
こ
そ
は
つ
か
し
け
れ
こ
ゝ
に
は
そ
く
の
か
た
ち
に
て
い
ま
ゝ
て
す
く
す
な
ん
い
と
あ
や
し
き
い
は
け
な
か
り
し
よ
り
お
も
ふ
心
さ
し
ふ
か
く
侍
を
三
条
宮
の
心
ほ
そ
け
に
て
た
の
も
し
け
な
き
身
ひ
と
つ
を
よ
す
か
に
お
ほ
し
７
ウ
た
る
か
さ
り
か
た
き
ほ
た
し
に
覚
え
侍
て
か
ゝ
つ
ら
ひ
侍
つ
る
ほ
と
に
を
の
つ
か
ら
く
ら
ゐ
な
と
い
ふ
こ
と
も
た
か
く
成り
身
の
を
き
て
も
心
に
か
な
ひ
か
た
く
な
と
し
て
思
な
か
ら
す
き
侍
に
は
ま
た
え
さ
ら
ぬ
こ
と
も
か
す
の
み
そ
ひ
つ
ゝ
○は
す
く
せ
と
お
ほ
や
け
わ
た
く
し
に
の
か
れ
か
た
き
こ
と
に
つ
け
て
こ
そ
さ
も
侍
ら
め
さ
ら
て
は
仏
の
せ
い
し
給
か
た
の
こ
と
を
わ
つ
か
に
も
き
ゝ
を
よ
は
ん
こ
と
は
い
か
て
あ
や
ま
○た
し
と
つ
ゝ
し
み
て
心
の
う
ち
は
ひ
し
り
に
お
と
り
侍
ら
ぬ
も
の
を
ま
し
て
い
と
は
か
な
き
こ
と
に
つ
け
て
し
も
お
も
き
８
オ
つ
み
う
へ
き
こ
と
は
な
と
て
か
お
も
ふ
給
へ
ん
さ
ら
に
あ
る
ま
し
き
こ
と
に
侍
り
う
た
か
ひ
お
ほ
す
ま
し
た
ゝ
い
と
お
し
き
お
や
の
思
な
と
を
き
ゝ
あ
き
ら
め
侍
ら
ん
は
か
り
な
ん
う
れ
し
く
心
や
す
か
る
へ
き
な
と
昔
よ
り
ふ
か
ゝ
り
し
か
た
の
こ
ゝ
ろ
は
へ
を
か
た
り
給
・
僧
都
も
け
に
と
う
な
つ
き
て
い
と
ゝ
た
う
と
き
こ
と
な
と
聞
え
給
ふ
ほ
と
に
日
も
暮
ぬ
れ
は
中
や
と
り
も
い
と
よ
か
り
ぬ
へ
け
れ
と
う
は
の
空
に
て
物
し
た
ら
ん
こ
そ
猶
ひ
ん
な
か
る
へ
け
れ
と
お
も
ひ
わ
つ
ら
ひ
て
か
へ
り
給
ふ
に
こ
の
せ
う
と
の
わ
ら
は
を
そ
う
つ
め
と
め
て
ほ
め
８
ウ
た
ま
ふ
こ
れ
に
つ
け
て
ま
つ
ほ
の
め
か
し
給
へ
と
聞
え
47
給
へ
は
文
か
き
て
と
ら
せ
給
ふ
時
々
は
山
に
お
は
し
て
あ
そ
ひ
給
へ
よ
す
ゝ
ろ
な
る
や
う
に
お
ほ
す
ま
し
き
ゆ
へ
も
有
け
り
と
う
ち
か
た
ら
ひ
給
ふ
こ
の
こ
は
心
も
え
ね
と
文
と
り
て
御
と
も
に
い
つ
さ
か
も
と
に
な
れ
は
御
せ
ん
の
人
々
す
こ
し
た
ち
あ
か
れ
て
忍
や
か
に
を
な
と
の
給
・
小
野
に
は
い
と
ふ
か
く
し
け
り
た
る
あ
を
は
の
山
に
む
か
ひ
て
ま
き
る
こ
と
な
く
や
り
水
の
ほ
た
る
は
か
り
を
む
か
し
お
ほ
ゆ
る
な
く
さ
め
に
て
な
か
め
ゐ
給
へ
る
に
れ
い
の
は
る
か
に
み
や
ら
る
ゝ
た
に
の
軒
９
オ
は
よ
り
さ
き
心
こ
と
に
を
ひ
て
い
と
お
ほ
う
と
も
し
た
る
火
の
ゝ
と
か
な
ら
ぬ
ひ
か
り
を
み
る
と
て
あ
ま
君
た
ち
も
は
し
に
出
ゐ
た
り
た
か
お
は
す
る
に
か
あ
ら
ん
御
せ
ん
な
と
い
と
お
ほ
く
こ
そ
み
ゆ
れ
ひ
る
あ
な
た
に
ひ
き
ほ
し
奉
れ
た
り
つ
る
返
事
に
大
将
殿
お
は
し
ま
し
て
御
あ
る
し
の
こ
と
に
は
か
に
す
る
を
い
と
よ
き
お
り
と
こ
そ
有
つ
れ
大
将
殿
と
は
こ
の
女
二
宮
の
御
お
と
こ
に
や
お
は
し
つ
ら
ん
な
と
い
ふ
も
い
と
こ
の
世
と
を
く
ゐ
中
ひ
に
た
り
や
ま
こ
と
に
さ
に
や
あ
ら
ん
時
々
か
ゝ
る
山
ち
わ
け
お
は
せ
し
と
き
い
と
し
る
か
り
し
９
ウ
随
身
の
声
も
う
ち
つ
け
に
ま
し
り
て
聞
ゆ
月
日
の
す
き
ゆ
く
ま
ゝ
に
む
か
し
の
こ
と
の
か
く
思
わ
す
れ
ぬ
も
い
ま
は
な
に
ゝ
す
へ
き
こ
と
そ
と
心
う
け
れ
は
あ
み
た
仏
に
お
も
ひ
ま
き
ら
は
し
て
い
と
ゝ
も
の
も
い
は
て
ゐ
た
り
よ
か
は
に
か
よ
ふ
人
の
み
な
ん
こ
の
わ
た
り
に
は
ち
か
き
た
よ
り
也
け
る
・
か
の
殿
は
こ
の
こ
を
や
か
て
や
ら
ん
と
お
ほ
し
け
れ
と
人
め
お
ほ
く
て
ひ
ん
な
け
れ
は
殿
に
か
へ
り
給
て
又
の
日
こ
と
さ
ら
に
そ
い
た
し
た
て
給
ふ
む
つ
ま
し
く
お
ほ
す
人
の
こ
と


し
か
ら
ぬ
二
三
人
○
は
か
り
イを
く
り
に
て
昔
も
つ
ね
に
つ
か
は
し
ゝ
す
い
し
ん
そ
へ
給
へ
り
10
オ
人
き
か
ぬ
ま
に
よ
ひ
よ
せ
給
て
あ
こ
か
う
せ
に
し
い
も
う
と
の
か
ほ
は
お
ほ
ゆ
や
い
ま
は
世
に
な
き
人
と
お
も
ひ
は
て
に
し
を
い
と
た
し
か
に
こ
そ
物
し
給
な
れ
う
と
き
人
に
は
き
か
せ
し
と
お
も
ふ
を
い
き
て
た
つ
ね
よ
は
ゝ
に
48
い
ま
た
し
き
に
い
ふ
な
中
々
お
と
ろ
き
さ
は
か
ん
ほ
と
に
し
る
ま
し
き
人
も
知
な
ん
そ
の
お
や
の
御
思
の
い
と
お
し
さ
に
こ
そ
か
く
も
た
つ
ぬ
れ
と
ま
た
き
に
い
と
く
ち
か
た
め
給
を
お
さ
な
き
心
ち
に
も
は
ら
か
ら
は
お
ほ
か
れ
と
こ
の
君
の
か
た
ち
を
は
に
る
物
な
し
と
お
も
ひ
し
み
た
り
し
に
う
せ
給
に
け
り
と
き
ゝ
て
い
と
か
な
し
と
10
ウ
お
も
ひ
わ
た
る
に
か
く
の
給
へ
は
う
れ
し
き
に
も
涙
の
お
つ
る
を
は
つ
か
し
と
思
て
を
ゝ
と
あ
ら
ゝ
か
に
き
こ
え
ゐ
た
り
・
か
し
こ
に
は
ま
た
つ
と
め
て
そ
う
つ
の
御
も
と
よ
り
よ
へ
大
将
殿
の
御
使
に
て
こ
き
み
や
ま
う
て
給
へ
り
し
こ
と
の
心
う
け
た
ま
は
り
し
に
あ
ち
き
な
く
か
へ
り
て
お
く
し
侍
て
な
ん
と
ひ
め
君
に
聞
え
給
へ
み
つ
か
ら
き
こ
え
さ
す
へ
き
こ
と
も
お
ほ
か
れ
と
け
ふ
あ
す
ゝ
く
し
て
さ
ふ
ら
ふ
へ
し
と
か
き
給
へ
り
こ
れ
は
な
に
こ
と
そ
と
あ
ま
君
お
と
ろ
き
て
こ
な
た
へ
も
て
わ
た
り
て
み
せ
奉
り
た
ま
へ
は
11
オ
お
も
て
う
ち
あ
か
め
て
も
の
ゝ
き
こ
え
の
あ
る
に
や
と
く
る
し
う
も
の
か
く
し
ゝ
け
る
と
う
ら
み
ら
れ
ん
を
思
つ
ゝ
く
る
に
い
ら
へ
ん
か
た
な
く
て
ゐ
給
へ
る
に
な
を
の
た
ま
は
せ
よ
心
う
く
お
ほ
し
へ
た
つ
る
こ
と
ゝ
い
み
し
く
う
ら
み
て
こ
と
の
心
を
し
ら
ね
は
あ
は
た
ゝ
し
き
ま
て
思
た
る
ほ
と
に
山
よ
り
僧
都
の
御
せ
う
そ
こ
に
て
参
た
る
人
な
ん
あ
る
と
い
ひ
い
れ
た
り
あ
や
し
け
れ
と
こ
れ
こ
そ
は
さ
は
た
し
か
な
る
御
せ
う
そ
こ
な
ら
め
と
て
こ
な
た
に
と
い
は
せ
た
れ
は
い
と
き
よ
け
に
し
な
や
か
な
る
わ
ら
は
の
え
な
ら
す
11
ウ
さ
う
そ
き
た
る
そ
あ
ゆ
み
き
た
る
わ
ら
う
た
さ
し
出
た
れ
は
す
た
れ
の
も
と
に
つ
い
ゐ
て
か
や
う
に
て
は
さ
ふ
ら
ふ
ま
し
く
こ
そ
は
僧
都
は
の
給
し
か
と
い
へ
は
あ
ま
君
そ
い
ら
へ
な
と
し
給
ふ
文
と
り
い
れ
て
み
れ
は
・
入
道
の
姫
君
の
御
か
た
に
山
よ
り
と
て
名
か
き
給
へ
り
あ
ら
し
な
と
あ
ら
か
ふ
へ
き
や
う
も
な
し
い
と
は
し
た
な
く
覚
え
て
い
よ


ひ
き
い
ら
れ
て
49
人
に
か
ほ
も
み
あ
は
せ
す
つ
ね
に
ほ
こ
り
か
な
ら
す
物
し
給
ふ
人
か
ら
な
れ
と
い
と
う
た
て
心
う
し
な
と
い
ひ
て
そ
う
つ
の
御
文
み
れ
は
・
け
さ
こ
ゝ
に
大
将
殿
12
オ
の
物
し
給
て
御
有
さ
ま
た
つ
ね
と
ひ
給
ふ
に
は
し
め
よ
り
あ
り
し
や
う
く
は
し
く
聞
え
侍
ぬ
御
心
さ
し
ふ
か
か
り
け
る
御
中
を
そ
む
き
給
て
あ
や
し
き
山
か
つ
の
な
か
に
出
家
し
給
へ
る
こ
と
か
へ
り
て
は
仏
の
せ
め
そ
ふ
へ
き
こ
と
な
る
を
な
ん
う
け
た
ま
は
り
お
と
ろ
き
侍
る
い
か
ゝ
は
せ
ん
も
と
の
御
ち
き
り
あ
や
ま
ち
給
は
て
あ
い
し
ふ
の
つ
み
を
は
る
か
し
き
こ
え
給
て
一
日
の
出
家
の
く
と
く
は
は
か
り
な
き
も
の
な
れ
は
な
を
た
の
ま
せ
給
へ
と
な
ん
こ
と


に
は
み
つ
か
ら
さ
ふ
ら
ひ
て
申
侍
ら
ん
か
つ


此
こ
き
み
聞
え
12
ウ
給
て
ん
と
か
き
た
り
・
ま
か
ふ
へ
く
も
あ
ら
す
か
き
あ
き
ら
め
給
へ
れ
と
こ
と
人
は
心
も
え
す
こ
の
君
は
た
れ
に
か
お
は
す
ら
ん
な
を
い
と
心
う
し
い
ま
さ
へ
か
く
あ
な
か
ち
に
へ
た
て
さ
せ
給
ふ
と
せ
め
ら
れ
て
す
こ
し
と
さ
ま
に
む
き
て
み
給
へ
は
こ
の
こ
は
い
ま
は
と
世
を
お
も
ひ
成
し
夕
く
れ
に
も
い
と
こ
ひ
し
と
思
し
人
也
け
り
お
な
し
所
に
て
み
し
ほ
と
は
い
と
さ
か
な
く
あ
や
に
く
に
を
こ
り
て
に
く
か
り
し
か
と
は
ゝ
の
い
と
か
な
し
い
み
し
う
イ
く
し
て
う
ち
に
も
時
々
ゐ
て
お
は
せ
し
か
は
す
こ
し
お
よ
す
け
し
ま
ゝ
に
か
た
み
に
お
も
へ
り
し
わ
ら
は
こ
ゝ
13
オ
ろ
を
思
い
つ
る
に
も
ゆ
め
の
や
う
な
り
ま
つ
母
の
あ
り
さ
ま
い
と
ゝ
は
ま
ほ
し
く
こ
と
人
々
の
う
へ
は
を
の
つ
か
ら
や
う


き
け
と
お
や
の
お
は
す
ら
ん
や
う
は
ほ
の
か
に
も
え
き
か
す
か
し
と
な
か


こ
れ
を
み
る
に
い
と
か
な
し
く
て
ほ
ろ


と
な
か
れ
ぬ
・
い
と
お
○か
し
け
に
て
す
こ
し
う
ち
お
ほ
え
給
へ
る
こ
ゝ
ち
も
す
れ
は
御
は
ら
か
ら
に
こ
そ
お
は
す
め
れ
き
こ
え
ま
ほ
し
く
お
ほ
す
こ
と
も
あ
ら
ん
う
ち
に
い
れ
た
て
ま
つ
ら
ん
と
い
ふ
を
な
に
か
い
ま
は
世
に
あ
る
物
と
も
お
も
は
さ
ら
ん
に
あ
や
し
き
さ
ま
に
お
も
か
は
50
13
ウ
り
し
て
ふ
と
見
え
ん
も
は
つ
か
し
と
お
も
へ
は
と
は
か
り
た
め
ら
ひ
て
・
け
に
へ
た
て
あ
り
と
も
お
ほ
し
な
す
ら
ん
か
く
る
し
さ
に
も
の
も
い
は
れ
て
な
ん
あ
さ
ま
し
か
り
け
ん
あ
り
さ
ま
は
め
つ
ら
か
な
る
こ
と
ゝ
見
た
ま
ひ
て
け
ん
を
さ
て
う
つ
し
心
も
う
せ
た
ま
し
ゐ
な
と
い
ふ
ら
ん
物
も
あ
ら
ぬ
さ
ま
に
成
に
け
る
に
や
あ
ら
ん
い
か
に
も


す
き
に
し
か
た
の
こ
と
を
わ
れ
な
か
ら
さ
ら
に
え
思
い
て
ぬ
に
き
の
か
み
と
か
あ
り
し
人
の
世
の
物
か
た
り
す
め
り
し
な
か
に
な
ん
み
し
あ
た
り
の
こ
と
に
や
と
ほ
の
か
に
お
も
ひ
い
て
ら
る
ゝ
こ
と
あ
る
こ
ゝ
ち
せ
し
そ
の
14
オ
の
ち
と
さ
ま
か
う
さ
ま
に
思
つ
ゝ
く
れ
と
さ
ら
に
は
か


し
く
も
お
ほ
え
ぬ
に
た
ゝ
一
人
ヒ
ト
リ
も
の
し
給
し
人
の
い
か
て
と
を
ろ
か
な
ら
す
お
も
ひ
た
め
り
し
を
ま
た
や
世
に
お
は
す
ら
ん
と
そ
れ
は
か
り
な
ん
心
に
は
な
れ
す
か
な
し
き
お
り


侍
る
に
け
ふ
み
れ
は
此
わ
ら
は
の
か
ほ
は
ち
い
さ
く
て
み
し
心
ち
す
る
に
い
と
忍
ひ
か
た
け
れ
と
い
ま
さ
ら
に
か
ゝ
る
人
に
も
あ
り
と
は
し
ら
れ
て
や
み
な
ん
と
な
ん
思
侍
る
か
の
人
も
し
世
に
物
し
た
ま
は
ゝ
そ
れ
ひ
と
り
に
な
ん
た
い
め
ん
せ
ま
ほ
し
く
思
侍
る
こ
の
僧
都
の
ゝ
給
へ
る
人
14
ウ
な
と
に
は
さ
ら
に
し
ら
れ
奉
ら
し
と
こ
そ
思
侍
れ
か
ま
へ
て
ひ
か
こ
と
な
り
け
り
と
き
こ
え
な
し
て
も
て
か
く
し
給
へ
と
の
給
へ
は
・
い
と
か
た
い
こ
と
か
な
僧
都
の
御
心
は
ひ
し
り
と
い
ふ
な
か
に
も
あ
ま
り
く
ま
な
く
物
し
給
へ
は
ま
さ
に
の
こ
い
て
は
聞
え
給
て
ん
や
後
に
か
く
れ
あ
ら
し
な
の
め
に
か
ろ


し
き
御
ほ
と
に
も
お
は
し
ま
さ
す
な
と
い
ひ
さ
は
き
て
よ
に
し
ら
す
心
つ
よ
く
お
は
し
ま
す
こ
そ
な
と
み
な
い
ひ
あ
は
せ
て
も
や
の
き
は
に
き
丁
た
て
ゝ
い
れ
た
り
・
こ
の
こ
も
さ
は
き
ゝ
つ
れ
と
お
さ
な
け
れ
は
ふ
と
い
ひ
よ
ら
ん
も
つ
ゝ
15
オ
ま
し
け
れ
と
又
侍
る
御
文
い
か
て
か
奉
ら
ん
僧
都
の
御
し
る
へ
は
た
し
か
な
る
を
か
く
お
ほ
つ
か
な
く
侍
51
こ
そ
と
ふ
し
め
に
て
い
へ
は
そ
ゝ
や
あ
な
う
つ
く
し
な
と
い
ひ
て
御
文
御
覧
す
へ
き
人
は
こ
ゝ
に
物
せ
さ
せ
給
め
り
け
そ
う
の
人
な
ん
い
か
な
る
こ
と
に
か
と
心
得
か
た
く
侍
を
な
を
の
給
は
せ
よ
お
さ
な
き
御
ほ
と
な
れ
と
か
ゝ
る
御
し
る
へ
に
た
の
み
き
こ
え
給
や
う
も
あ
ら
ん
な
と
い
へ
と
・
お
ほ
し
へ
た
て
ゝ
お
ほ
お
ほ
し
く
も
て
な
さ
せ
給
ふ
に
は
な
に
こ
と
を
か
聞
え
侍
ら
ん
う
と
く
お
ほ
し
成
に
け
れ
は
き
こ
ゆ
へ
き
15
ウ
こ
と
も
侍
ら
す
た
ゝ
此
御
文
を
人
つ
て
な
ら
て
た
て
ま
つ
れ
と
て
侍
つ
る
い
か
て
奉
ら
ん
と
い
へ
は
い
と
こ
と
は
り
な
り
な
を
い
と
か
く
う
た
て
な
お
は
せ
そ
さ
す
か
に
む
く
つ
け
き
御
心
に
こ
そ
と
聞
え
う
こ
か
し
て
き
丁
の
も
と
に
を
し
よ
せ
た
て
ま
つ
り
た
れ
は
あ
れ
に
も
あ
ら
て
ゐ
給
へ
る
け
は
ひ
こ
と
人
に
は
に
ぬ
心
ち
す
れ
は
そ
こ
も
と
に
よ
り
て
奉
り
つ
御
返
と
く
た
ま
は
り
て
参
な
ん
と
か
く
う
と


し
き
を
こ
ゝ
ろ
う
し
と
思
て
い
そ
く
・
あ
ま
君
御
ふ
み
ひ
き
と
き
て
み
せ
た
て
ま
つ
る
あ
り
し
な
か
ら
の
御
手
に
て
か
み
の
16
オ
か
な
と
れ
い
の
よ
つ
か
ぬ
ま
て
し
み
た
り
ほ
の
か
に
み
て
例
の
物
め
て
の
さ
し
す
き
人
い
と
あ
り
か
た
く
お
か
し
と
お
も
ふ
へ
し
・
さ
ら
に
き
こ
え
ん
か
た
な
く
さ
ま


に
つ
み
お
も
き
御
心
を
は
そ
う
つ
に
思
ゆ
る
し
聞
え
て
い
ま
は
い
か
て
あ
さ
ま
し
か
り
し
世
の
夢
か
た
り
を
た
に
と
い
そ
か
る
ゝ
心
の
わ
れ
な
か
ら
も
と
か
し
き
に
な
ん
ま
し
て
人
め
は
い
か
に
と
か
き
も
や
り
た
ま
は
す
法
の
師
と
た
つ
ぬ
る
道
を
し
る
へ
に
て
お
も
は
ぬ
山
に
ふ
み
ま
と
ふ
か
な
こ
の
人
は
み
や
わ
す
れ
給
16
ウ
ぬ
ら
ん
こ
ゝ
に
は
ゆ
く
ゑ
な
き
御
か
た
○み
に
み
る
も
の
に
て
な
ん
な
と
い
と
こ
ま
や
か
也
か
く
つ
ふ


と
か
き
給
へ
る
さ
ま
の
ま
き
ら
は
さ
ん
か
た
な
き
に
さ
り
と
て
そ
の
人
に
も
あ
ら
ぬ
さ
ま
を
思
の
ほ
か
に
み
つ
け
ら
れ
聞
え
た
ら
ん
ほ
と
の
は
し
た
な
さ
な
と
を
思
み
た
れ
52
て
い
と
ゝ
は
れ


し
か
ら
ぬ
心
は
い
ひ
や
る
へ
き
か
た
も
な
し
さ
す
か
に
う
ち
な
き
て
ひ
れ
ふ
し
た
ま
へ
れ
は
い
と
よ
つ
か
ぬ
御
有
さ
ま
か
な
と
み
わ
つ
ら
ひ
ぬ
い
か
ゝ
聞
え
ん
な
と
せ
め
ら
れ
て
心
ち
の
か
き
み
た
る
や
う
に
し
侍
ほ
と
た
め
ら
ひ
て
い
ま
き
こ
え
ん
む
か
し
の
こ
と
17
オ
お
も
ひ
い
つ
れ
と
さ
ら
に
お
ほ
ゆ
る
こ
と
も
な
く
あ
や
し
う
い
か
な
り
け
る
夢
に
か
と
の
み
心
も
え
す
な
ん
す
こ
し
し
つ
ま
り
て
や
こ
の
御
文
な
と
も
見
し
ら
る
ゝ
こ
と
も
あ
ら
ん
け
ふ
は
な
を
も
て
参
給
ね
所
た
か
へ
に
も
あ
ら
ん
に
い
と
か
た
は
ら
い
た
か
る
へ
し
と
て
ひ
ろ
け
な
か
ら
あ
ま
君
に
さ
し
や
り
給
へ
れ
は
い
と
み
く
る
し
き
御
こ
と
か
な
あ
ま
り
け
し
か
ら
ぬ
は
見
奉
る
人
も
つ
み
さ
り
と
こ
ろ
な
か
る
へ
し
な
と
い
ひ
さ
は
く
も
う
た
て
き
ゝ
に
く
ゝ
お
ほ
ゆ
れ
は
か
ほ
も
ひ
き
い
れ
て
ふ
し
給
へ
り
・
あ
る
し
そ
こ
の
君
に
物
か
た
り
す
こ
し
聞
え
17
ウ
て
も
の
ゝ
け
に
や
お
は
す
ら
ん
例
の
さ
ま
に
見
え
給
ふ
お
り
な
く
な
や
み
わ
た
り
給
て
御
か
た
ち
も
こ
と
に
な
り
給
へ
る
を
尋
聞
え
給
ふ
人
あ
ら
は
い
と
わ
つ
ら
は
し
か
る
へ
き
こ
と
ゝ
み
た
て
ま
つ
り
な
け
き
は
へ
し
も
し
る
く
か
く
い
と
あ
は
れ
に
心
く
る
し
き
御
こ
と
ゝ
も
の
侍
け
る
を
い
ま
な
ん
い
と
か
た
し
け
な
く
思
侍
る
日
比
も
う
ち
は
へ
な
や
ま
せ
給
ふ
め
る
を
い
と
ゝ
か
ゝ
る
こ
と
ゝ
も
に
お
ほ
し
み
た
る
ゝ
に
や
つ
ね
よ
り
も
物
覚
え
さ
せ
た
ま
は
ぬ
さ
ま
に
て
な
ん
と
き
こ
ゆ
・
所
○に
つ
け
て
お
か
し
き
あ
る
し
な
と
し
た
れ
と
お
さ
な
き
心
ち
は
そ
こ
は
か
と
18
オ
な
く
あ
は
て
た
る
心
ち
し
て
わ
さ
と
奉
れ
さ
せ
給
へ
る
し
る
し
に
な
に
こ
と
を
か
は
き
こ
え
さ
せ
ん
と
す
ら
ん
た
ゝ
一
こ
と
を
の
給
は
せ
よ
か
し
な
と
い
へ
は
け
に
な
と
い
ひ
て
か
く
な
ん
と
う
つ
し
か
た
れ
と
も
物
も
の
た
ま
は
ね
は
か
ひ
な
く
て
た
ゝ
か
く
お
ほ
つ
か
な
き
御
有
さ
ま
を
聞
え
さ
せ
給
ふ
へ
き
な
め
り
雲
の
は
る
か
に
へ
た
ゝ
ら
ぬ
ほ
と
に
も
は
へ
め
る
を
山
風
ふ
く
ふ
か
く
イ
と
も
又
も
か
な
ら
す
た
ち
よ
ら
せ
給
な
ん
か
し
と
い
へ
は
す
ゝ
53
ろ
に
ゐ
く
ら
さ
ん
も
あ
や
し
か
る
へ
け
れ
は
か
へ
り
な
ん
と
す
人
し
れ
す
ゆ
か
し
き
御
有
さ
ま
を
も
え
み
す
18
ウ
な
り
ぬ
る
を
お
ほ
つ
か
な
く
ゝ
ち
お
し
く
て
心
ゆ
か
す
な
か
ら
ま
い
り
ぬ
い
つ
し
か
と
ま
ち
お
は
す
る
に
か
く
た
と


し
く
て
帰
き
た
れ
は
す
さ
ま
し
く
中
々
な
り
と
お
ほ
す
こ
と
さ
ま


に
て
人
の
か
く
し
す
へ
た
る
に
や
あ
ら
ん
と
我
御
心
の
お
も
ひ
よ
ら
ぬ
く
ま
な
く
お
と
し
を
き
給
へ
り
し
な
ら
ひ
に
と
そ
本
に
は
へ
め
るイ
19
オ
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『
時
慶
記』
第
二
巻
(
臨
川
書
店
平
成
一
七
年
三
月)
(
)
福
井
久
蔵
氏
『
連
歌
の
史
的
研
究』
(
有
精
堂
昭
和
四
四
年
一
一
月)
｢
第
四
十
二
北
野
社
坊
の
連
衆｣
。
(
)
『
隔
	
記』
研
究
会
編
『
隔
	
記』
総
索
引
(
思
文
閣
出
版
平
成
一
八
年
七
月)
(

)
北
野
神
社
社
務
所
編
『
北
野
誌』
首
巻
天
(
国
学
院
大
学
出
版
部
明
治
四
二
年
一
二
月)
｢
曼
殊
院
及
社
家｣
参
考
。
(
)
連
歌
総
目
録
編
纂
会
編
『
連
歌
総
目
録』
(
明
治
書
院
平
成
九
年
四
月)
(
)
伊
井
春
樹
氏
編
『
源
氏
物
語
注
釈
書
・
享
受
史
事
典』
(
東
京
堂
出
版
平
成
一
三
年
九
月)
参
考
。
(
)
赤
松
俊
秀
氏
編
『
隔
	
記』
第
一
(
鹿
苑
寺
昭
和
三
三
年
一
一
月
＝
思
文
閣
出
版
平
成
九
年
三
月
復
刻)
(
)
注

に
同
じ
。
(
)
『
隔
	
記』
に
見
え
る
能
円
の
源
氏
講
義
の
年
月
日
を
掲
げ
る
。
巻
名
の
記
載
の
あ
る
場
合
は
そ
れ
も
記
し
た
。
寛
永
十
四
年
(
一
六
三
七)
九
月
一
一
日
・
一
〇
月
一
四
日
。
十
五
年
(
一
六
三
八)
七
月
二
六
日
・
八
月
六
日
。
十
六
年
(
一
六
三
九)
三
月
二
〇
日
・
四
月
一
日
・
五
月
一
二
日
・
八
月
一
四
日
。
十
七
年
(
一
六
四
〇)
三
月
六
日
・
六
月
二
〇
日
・
七
月
二
三
日
｢
若
紫｣
。
十
八
年
(
一
六
四
一)
正
月
九
日
｢
初
音｣
・
二
月
一
四
日
・
二
月
二
三
日
｢
末
摘
花｣
・
四
月
二
四
日
｢
紅
葉
賀｣
・
九
月
一
五
日
｢
花
宴｣
｢
葵｣
。
十
九
年
(
一
六
四
二)
正
月
一
〇
日
｢
葵｣
・
二
月
二
九
日
｢
葵｣
・
四
月
五
日
｢
賢
木｣
・
六
月
二
四
日
｢
賢
木｣
・
七
月
二
九
日
・
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八
月
二
三
日
｢
賢
木｣
・
九
月
二
二
日
｢
桐
壺｣
。
正
保
元
年
(
一
六
四
四)
正
月
一
九
日
｢
花
散
里｣
か
ら
｢
須
磨｣
。
正
保
二
年
(
一
六
四
五)
八
月
二
三
日
｢
須
磨｣
。
慶
安
元
年
(
一
六
四
八)
七
月
二
四
日
｢
須
磨｣
。
承
応
元
年
(
一
六
五
二)
正
月
二
七
日
｢
明
石｣
。
明
暦
二
年
(
一
六
五
六)
閏
四
月
一
四
日
｢
桐
壺｣
。
(
)
亀
井
伸
明
氏
校
訂
『
見
聞
談
叢』
岩
波
文
庫
(
岩
波
書
店
昭
和
一
五
年
七
月)
(
)
庄
村
貞
甫
・
河
喜
多
真
彦
編
『
紀
年
大
成』
(
弘
所
書
林
嘉
永
七
年)
(
)
川
喜
多
真
一
郎
編
『
古
今
書
画
増
補
鑒
定
便
覧』
上
(
欽
英
堂
・
明
昇
堂
明
治
三
〇
年)
(
)
正
宗
敦
夫
氏
編
『
顕
伝
明
名
録』
下
日
本
古
典
全
集
(
日
本
古
典
全
集
刊
行
会
昭
和
一
三
年
一
二
月)
(
)
寺
田
貞
次
氏
『
京
都
名
家
墳
墓
録』
(
山
本
文
華
堂
大
正
一
一
年
一
〇
月)
(
)
石
田
一
良
氏
『
伊
藤
仁
斎』
人
物
叢
書
(
吉
川
弘
文
館
昭
和
三
五
年
一
月)
｢
第
一
幼
少
時
代｣
。
加
藤
仁
平
氏
『
伊
藤
仁
斎
の
学
問
と
教
育』
(
第
一
書
房
昭
和
五
四
年
三
月)
｢
伊
藤
家
累
代
の
賢
母
良
妻｣
。
市
古
貞
次
氏
他
編
『
国
書
人
名
辞
典』
第
二
巻
(
岩
波
書
店
平
成
七
年
五
月)
｢
玄
仲｣
。
加
藤
楸
邨
氏
他
監
修
『
俳
文
学
大
辞
典』
(
角
川
書
店
平
成
七
年
一
〇
月)
｢
玄
仲｣
。
浅
沼
ア
サ
子
氏
｢
伊
藤
仁
斎
の
女
子
教
育
論
に
関
す
る
考
察｣
『
東
京
家
政
学
院
大
学
紀
要』
第
三
七
号
(
平
成
九
年)
広
木
一
人
氏
編
『
連
歌
辞
典』
(
東
京
堂
出
版
平
成
二
二
年
三
月)
長
坂
成
行
氏
『
篠
屋
宗

と
そ
の
周
縁』
(
及
古
書
院
平
成
二
九
年
二
月)
｢
七
玄
仲
に
『
源
氏
物
語』
松
風
の
書
写
を
依
頼｣
。
(
)
注
	
と
同
書
｢
第
三
十
九
徳
川
幕
府
の
御
連
歌
師｣
。
(

)
時
慶
記
研
究
会
翻
刻
・
校
訂
『
時
慶
記』
第
三
巻
(
臨
川
書
店
平
成
二
〇
年
七
月)
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()
注
(
)
の
長
坂
氏
の
著
書
。
(
)
大
津
有
一
氏
『
増
訂
版
伊
勢
物
語
古
註
釈
の
研
究』
(
八
木
書
店
昭
和
六
一
年
二
月)
｢
補
遺
篇
三
一
、
玄
仲
抄｣
。
(
)
代
表
田
中
弘
清
氏
『
石
清
水
八
幡
宮
史』
首
巻
(
続
群
書
類
従
完
成
会
昭
和
一
四
年
八
月
・
第
二
刷
平
成
九
年
七
月)
(
)
注

に
同
じ
。
(
)
注

に
同
じ
。
(
	)
辻
善
之
助
氏
編
『
鹿
苑
日
録』
第
五
巻
(
太
洋
社
昭
和
一
一
年
八
月)
(

)
中
村
幸
彦
氏
編
著
『
策
伝
和
尚
送
答
控』
未
刊
文
芸
資
料
第
三
期
(
古
典
文
庫
昭
和
二
九
年
一
月)
(
)
鈴
木
棠
三
氏
『
安
楽
庵
策
伝
ノ
ー
ト』
(
昭
和
四
八
年
九
月
東
京
堂
出
版)
(
)
京
都
府
立
総
合
資
料
館
蔵
『
時
慶

記』
デ
ジ
タ
ル
版
。
(
)
注
	
に
同
じ
。
(
)
注

に
同
じ
。
(
)
本
田
慧
子
氏
・
武
部
敏
夫
氏
校
訂
『
泰
重

記』
第
三
(
続
群
書
類
従
完
成
会
平
成
一
六
年
六
月)
(
)
堀
口
悟
氏
｢
江
戸
時
代
初
期
の
香
文
化｣
『
茨
城
キ
リ
ス
ト
教
大
学
紀
要』
五
〇
号
(
平
成
二
八
年)
(
)
注

に
同
じ
。
(
)
時
慶
記
研
究
会
翻
刻
・
校
訂
『
時
慶
記』
第
四
巻
(
臨
川
書
店
平
成
二
五
年
四
月)
(
)
広
木
一
人
氏
編
『
連
歌
辞
典』
(
東
京
堂
出
版
平
成
二
二
年
三
月)
(
)
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
編
『
大
日
本
史
料』
第
一
〇
編
之
六
(
東
京
大
学
出
版
会
昭
和
四
五
年
三
月)
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
編
『
史
料
綜
覧』
巻
一
〇
(
東
京
大
学
出
版
会
昭
和
一
三
年
九
月
・
昭
和
五
二
年
一
〇
月
覆
刻)
(
)
注

に
同
じ
。
(
)
上
田
正
昭
氏
他
監
修
『
日
本
人
名
大
辞
典』
(
講
談
社
平
成
一
三
年
一
二
月)
｢
日
収｣
の
項
。
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()
山
岸
徳
平
氏
・
今
井
源
衛
氏
監
修
『
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
青
表
紙
本
源
氏
物
語』
(
新
典
社
昭
和
四
三
年
二
月
〜
四
五
年
八
月)
(
)
武
部
敏
夫
氏
・
川
田
貞
夫
氏
・
本
田
慧
子
氏
校
訂
『
泰
重

記』
第
二
(
続
群
書
類
従
完
成
会
平
成
一
〇
年
四
月)
(
)
熊
倉
功
夫
氏
『
後
水
尾
天
皇』
中
公
文
庫
(
中
央
公
論
新
社
平
成
二
二
年
一
一
月)
｢
４
寛
永
の
サ
ロ
ン｣
。
冷
泉
為
人
氏
監
修
『
寛
永
文
化
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク』
(
思
文
閣
出
版
平
成
一
〇
年
三
月)
(
)
注

に
同
じ
。
(
)
京
都
市
『
京
都
の
歴
史』
五
(
学
芸
書
林
昭
和
四
七
年
四
月)
｢
第
３
章
寛
永
の
文
化｣
に
、
後
水
尾
天
皇
を
中
心
と
す
る
こ
の
時
期
の
天
皇
や
皇
室
と
由
緒
を
も
ち
、
あ
る
い
は
御
願
寺
、
勅
願
寺
と
な
り
、
皇
室
の
援
助
に
よ
り
開
創
さ
れ
、
復
興
さ
れ
た
寺
院
は
、
今
日
の
想
像
を
こ
え
て
多
か
っ
た
。
と
あ
り
、
そ
の
一
つ
と
し
て
｢
禁
裏
内
道
場
の
般
舟
三
昧
院｣
を
掲
げ
る
。｢
般
舟
三
昧
院｣
は
般
舟
院
で
あ
る
。
ま
た
、
国
史
大
辞
典
編
集
委
員
会
編
『
国
史
大
辞
典』
一
一
(
吉
川
弘
文
館
平
成
二
年
九
月)
｢
般
舟
三
昧
院｣
に
は
、
方
丈
に
後
水
尾
院
の
賛
、
妙
法
院
の
宮
堯
恕
親
王
の
筆
に
な
る
後
水
尾
院
の
画
像
が
あ
る
。
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
『
国
史
大
辞
典』
と
下
中
邦
彦
氏
編
『
京
都
市
の
地
名』
日
本
歴
史
地
名
大
系
二
七
巻
(
平
凡
社
昭
和
五
四
年
九
月)
に
よ
る
と
、
般
舟
院
は
、
伏
見
に
建
立
さ
れ
た
が
、
豊
臣
秀
吉
の
伏
見
城
建
設
の
た
め
、
伏
見
か
ら
今
出
川
千
本
に
移
転
し
た
。
現
在
は
、
天
台
宗
延
暦
寺
の
末
寺
で
、
境
内
は
藤
原
定
家
の
時
雨
亭
の
場
所
と
も
い
わ
れ
る
。
(
)
『
八
代
城
主
・
加
藤
正
方
の
遺
産』
(
八
代
市
立
博
物
館
未
来
の
森
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
平
成
二
四
年
一
〇
月)
に
、
写
真
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
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② 紅梅 １オ
① 紅梅 表紙
62
④ 夢の浮橋 表紙
③ 紅梅 終丁
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⑥ 夢の浮橋 終丁
⑤ 夢の浮橋 １オ
